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発
刊
の
辞

演
野

隆
規

四
O
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
長

部
機
関
役
昌
(
、

一
九
五
八
年
九
月
初
旬
、
七
名
の
有
志
が
全
国
金
属
港
合
同
支
部
に
加
盟
し
、
同
年
九
月
二
九
日
、
従

業
員
二
O
O
名
中
三
二
名
の
仲
間
を
結
集
し
、
正
式
に
総
評
全
金
大
阪
亜
鉛
支
部
を
結
成
し
て
か
ら
早
四

二
年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
四
二
年
間
の
闘
い
の
中
で
、
組
織
結
成
の
た
め
日
夜
分
か
た
ず
苦

闘
を
さ
れ
た
七
名
の
大
先
輩
、
結
成
以
後
の
様
々
な
闘
い
に
努
力
を
傾
注
さ
れ
た
役
員
、
活
動
家
、
組
合

員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
同
時
に
支
部
結
成
か
ら
今
日
ま
で
、
適
切
な

指
導
と
、
我
々
の
長
年
に
わ
た
る
闘
い
に
対
し
、
熱
い
連
帯
と
共
闘
、
そ
し
て
絶
大
な
協
力
を
賜
っ
た
上

地
域
、
全
国
の
闘
う
同
志
の
皆
さ
ん
と
関
係
諸
国
体
の
方
々
に
熱
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

結
成
一

O
周
年

難
波
花
月
で
式
典
と
観
劇

-4-

労
使
共
に
創
世
期
の
ギ
ク
シ
ヤ
ク
し
た
関
係
に
あ
り
、
二
組
結
成
や
初
代
委
員
長
解
雇
攻
撃
、
そ
し
て
、
六
三
年
春
闘
で

は
支
部
歴
史
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
大
闘
争
と
な
っ
た
。
六

二
日
間
の
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ
に
経
営
陣
は
警
察
権
力
の
導
入
と

五
名
の
組
合
員
の
逮
捕
な
ど
組
合
結
成
か
ら
の

一
O
年
は
、
動
乱
の

一
O
年
で
あ
り
ま
し
た
。

結
成
二

O
周
年

式
典
行
事
行
わ
れ
ず

一
九
七
五
年
四
月
二
六
日
、
経
営
陣
は
事
前
協
議
約
款
を
無
視
し
て
会
社
更
生
法
手
続
を
大
阪
地
裁
に
申
立
を
行
な
っ
た
。

申
立
理
由
の
中
に
「
地
域
の
労
働
攻
勢
が
強
く
賃
金
が
高
す
ぎ
る
」
と
あ
り

一
五
年
間
の
会
社
更
生
法
下
の
闘
い
が
続
い
た
。
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結
成
二
O
周

年

(
一
九
七
七
年
)
は
、

会
社
更
生
法
下
の
諸
事
情
の
中
で
断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
更
生
終

結
を
前
に
、
職
場
改
革
、
企
業
改
革
と
い
う
取
り
組
み
の
流
れ
の
中
で
、
結
成
三

O
周
年
の
記
念
集
会
と
行
事
を
行
な
っ
た
。

結
成
三

O
周
年

有
馬
温
泉
で
一
泊
式
典
行
事
を
行
う

労
使
関
係
も
成
熟
期
に
入
り
、
会
社
更
生
法
手
続
も
終
結
し
、
赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
も
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
長
期
不
況
の
中
で
又
も
や
赤
字
決
算
が

一
九
九
二
年
か
ら
続
い
た
。
そ
し
て

一
九
九
六
年
六
月
に
コ

ム
ソ
ン
社
の
動
き
に
端
を
発
し
た
企
業
問
題
が
表
面
化
し
た
。

会
社
更
生
法
と
言
う
倒
産
、
そ
し
て
今
回
の
再
建
へ
と
歩
も

う
と
し
た
矢
先
の
企
業
問
題
は

「
二
度
目
の
倒
産
も
恐
れ
ず
、
し
か
し
出
来
る
事
な
ら
回
避
し
よ
う
」
と
全
員
で
頑
張
っ
た
。

し
か
し
万
策

っ
き
て
、
会
社
は
和
議
手
続
開
始
申
立
を

一
九
九
六
年

一一

月
に
大
阪
地
裁
に
提
出
し
た
。

我
々
組
合
員
全
員
は

二
度
目
の
倒
産
の
困
難
を
は
ね
か
え
し
、
勇
気
と
確
信
を
も
っ
て
、
和
議
債
権
の
五
年
間
の
支
払
い

履
行
と

「
血
と
汗
と
涙
で
築
い
て
来
た
職
場
確
保
」
を
団
結
力
で
発
展
さ
せ
結
成
五

O
周
年
へ
向
け
て
遁
進
す
る
こ
と
を
誓

い
、
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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支
部
を
代
表
し
て

執
行
委
員
長

高
野

文
夫

長
時
間
労
働
、
低
賃
金
、
無
権
利
、
労
働
者
は
使
い
捨
て
と
い
う

「
奴
隷
工
場
」
の
職
場
の
中
で
、
七

名
の
労
働
者
が
極
秘
裡
に
立
ち
上
が
り
、

一
九
五
八
年
九
月
二
九
日
に
全
国
金
属
大
阪
亜
鉛
支
部
を
結
成

し
た
。
そ
し
て
、
わ
ず
か

一
週
間
後
に
は
組
合
員
六

O
名
に
仲
間
が
増
え
た
が
、
資
本
は
労
働
者
の
分
断

を
通
じ
て
我
が
組
織
を
壊
滅
す
べ
く
介
入
を
し
て
き
た
。

今
思
え
ば
、
組
合
の
四
二
年
の
歴
史
は
心
の
休
ま
る
い
と
ま
も
な
く
闘
争
に
明
け
暮
れ
た
日
々
で
あ
っ

た
と
思
う
。

初
代
委
員
長
に
対
し
て
刑
事
事
件
を
デ
ッ
チ
ア
ゲ
、
解
雇
を
強
行
し
た
事
件
。

一
九
六
三
年
春
闘
に
六

二
日
間
に
亘
る
無
期
限
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ
で
資
本
と
の
対
決
を
行
っ
た
が
、
資
本
は
国
家
権
力
と

一
体
と
な
っ
て
青
年
労
働

者
を
不
当
に
も
逮
捕
さ
せ
闘
争
の
最
大
の
源
を
打
ち
砕
く
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
の
敗
北
に
帰
す
こ
と
を
は
か
っ
た
。

だ
が
我
々
労
働
者
は
雑
草
の
ご
と
く
、
踏
ま
れ
で
も
踏
ま
れ
で
も
耐
え
忍
び
反
撃
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
敵
は
資
本
や
国
家
権
力
だ
け
で
な
く
、

一
九
七

一
年
、
日
経
連
が
大
阪
に
お
い
て
春
闘
総
括
を
行
い
関
西
の
労
働

運
動
、
と
り
わ
け
全
国
金
属
南
大
阪
を
名
指
し
で
攻
撃
し
、
我
々
に
対
す
る
集
中
攻
撃
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
以
後
そ
の

方
針
に
基
づ
き
、
企
業
を
倒
産
さ
せ
、
組
織
を
破
壊
さ
す
新
た
な
戦
術
で
攻
撃
を
集
中
し
て
加
え
て
き
た
。

我
が
支
部
も
、

一
九
七
五
年
四
月
二
六
日
、
資
本
は
労
働
者
に
は
全
く
の
抜
き
打
ち
で
会
社
更
生
法
に
よ
る
企
業
倒
産
、

組
織
破
壊
の
攻
撃
を
加
え
て
き
た
。
だ
が
、
我
々
大
阪
亜
鉛
支
部
の
組
合
員
は
相
次
ぐ
闘
い
で
鍛
え
ぬ
か
れ
て
き
た
闘
魂
を

胸
に

「
官
製
合
理
化
攻
撃
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

一
人
の
首
き
り
も
許
さ
ず
、
労
働
者
に
よ
る
労
働
者
の
た
め
の
職
場
再

建
を
闘
い
抜
い
て
き
た
。

今
ま
さ
に
、
長
期
の
闘
い
の
歴
史
の
中
で
、
四

O
周
年
を
迎
え
る
矢
先
に、

二
度
目
の
倒
産
と
な
り
新
た
な
和
議
闘
争
の

火
蓋
が
き
ら
れ
た
。

こ
の
闘
い
は
我
々
労
働
者
と
し
て
、

今
ま
で
の
闘
い
と
ち
が
っ
た
、
対
経
営
者
の
闘
い
だ
け
で
な
く
、

.... 圃剛圃圃h

世
間
に
我
々
大
阪
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亜
鉛
支
部
の
団
結
力
を
示
し
、
債
権
者
及
び
裁
判
所
な
ど
に
対
し
て
、

こ
と
を
も
示
す
貴
重
な
闘
い
で
あ
る
。

こ
の

二
度
目
の
倒
産
下
の
再
建
闘
争
で
、
更
に
我
々
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
は
、
大
森
社
長
を
再
度
経
営
者
に
迎
え
た

こ
と
で
あ
る
。
大
阪
亜
鉛
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

我
が
支
部
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
経
営
者
と
は

一
線
を
引
き
な
が
ら
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守

る
た
め
に
結
集
し
、
ま
だ
ま
だ
苦
し
い
和
議
闘
争
を
勝
利
し
、
次
の
節
目
で
あ
る
五

O
周
年
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
口

現
在
の
世
間
の
風
潮
で
あ
る
過
当
競
争
に
勝
ち
抜
く
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ア
ソ
シ
エ
l
テ
ィ
フ
に
生
さ
る
こ
と

全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
大
阪
地
方
本
部
書
記
長

要

宏
輝

大
阪
亜
鉛
支
部
の
組
合
結
成
四

O
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
で
こ
そ
、
労
働

組
合
は
法
律
で
認
容
さ
れ
、
民
主
主
義
の
旗
手
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、

民
主
主
義

(
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
)
の
道
は
古
く
て
新
し
い
道
な
の
で
す
。

力
の
弱
い
者
が
力
の
強
い
者
か
ら
抑
圧
さ
れ
、
差
別
さ
れ
、
収
奪
さ
れ
た
時
、

「
同
じ
人
閉

じ
ゃ
な
い
か
L

と
思
っ
た
の
が
民
主
主
義
の
始
ま
り
で
す
。
貧
し
い
人
闘
が
富
ん
だ
人
間
に
対

し
て
こ
の
言
葉
を
発
し
た
時
、
民
主
主
義
は
社
会
主
義
に
な
り
ま
し
た
c

労
働
者
が
資
本
家
に

対
し
て
こ
の
言
葉
を
発
し
た
時
、
労
働
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
結
成
の
動
機
は
様
々
で
す
が
、
敢
え
て

一
言
に
集
約
す
れ
ば

「
人
間
と
し
て
の
人
格
・
人
権
を
認

め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

し
か
し

「
同
じ
人
閉
じ
ゃ
な
い
か
」
と
心
密
か
に
思
う
だ
け
で
は
何

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
声
を
あ
げ
、
団
結
し
て
行
動
し
て
は
じ
め
て
思
い
は
力
に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

運
動
と
組
織
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
み
ん
な
で
団
結
し
て
要
求
し
、

「
声
」
を
あ
げ
続
け
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
組
合
の
歴
史
と
は
、
組
合
員
大
衆
の
涙
と
歓
ぴ
に
彩
ら
れ
た
、
連
綿
と
続
く
闘
い
の
歴
史
な
の
で
す
。

ま
た
、
時
代
は
そ
の
組
合
の
歴
史
の
長
さ
に
応
じ
て
、
そ
れ
に
相
応
し
い
使
命
を
組
合
に
課
す
も
の
で
す
。
今

日
で
は
男
女
の
共
生
、
家
庭
と
企
業
の
共
存
、
環
境
と
の
共
存
と
い
っ
た
新
た
な
民
主
主
義
の
課
題
が
登
場
し
て

い
ま
す
。
民
主
主
義
の
新
し
い
道
を
切
り
ひ
ら
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
G

さ
て
、
こ
の
九
月
に
結
成
さ
れ
る

J
A
M
の
A
は

A
S
S
O
C
I
A
T
I
O
N
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ア
ソ
シ
エ
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シ
ョ
ン
)
の
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で
す
。
ユ
ニ
オ
ン
で
な
く
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
の
で
す
。
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
は
、
諸
個
人
が
自
由
意
思
に

も
と
づ
き
、
共
同
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
力
や
財
を
結
合
す
る
形
で
、

「
社
会
を
生
産
す
る
」
行
為
を
、

ま
た
そ
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
た
社
会
を
意
味
し
ま
す
。

資
本
主
義
の
下
で
は
、

資
本
所
有
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
た
経
営
権
力
が
、
人
々
を
束
ね
て
社
会
的
生
産
を
組
織

し
ま
す
。
束
ね
ら
れ
た
人
々
が
危
機
と
闘
争
の
な
か
で
自
己
統
治
能
力
を
展
開
し
て
、

「
自
由
な
生
産
者
た
ち
の

連
合
L

へ
と
転
換
し
て
い
く
。
人
々
が
自
治
的
に
諸
関
係
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

「
私
」
で
も
な
く

「
公
」
で
も

な
く
、

「
協
」
の
実
践
を
強
め
て
い
く
。

「
ア
ソ
シ
エ

l
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
」
が
一
二

世
紀
に
お
け
る
運
動
の
合

言
葉
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
亜
鉛
の
皆
さ
ん
は
長
い
倒
産
・
再
建
闘
争
下
の
闘
い
と
し
て
、
こ
の
協
同
の
実
践
を
積
み
上
げ
、
ア
ソ
シ

エ
l
テ
ィ
ブ
に
闘
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
四

O
周
年
を
機
に
、
再
建
闘
争
の
終
着
駅
で
あ
る
和
議
手
続
終
結
に
む
け

て
団
結
を
固
め
て
遁
進
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
御
挨
拶
と
し
ま
す
。
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職
場
再
建
闘
争
の
勝
利
を

金
属
機
械
南
大
阪
地
区
協
議
会
議
長

井

本

英

雄

(
金
属
機
械
日
本
橋
梁
支
部
委
員
長
)

大
阪
亜
鉛
支
部
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
組
合
結
成
四

O
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

金
属
機
械
南
大
阪
地
協
の
仲
間
と
共
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
結
成
以
来
四

0
年
間
、
地
域
労
働
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
労
働
者
の
生
活
と
権
利
、
更

に
は
平
和
と
民
主
主
義
擁
護
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ら
れ
た
、
歴
代
役
員
、
組
合
員
の
皆
様
の

ご
奮
闘
の
た
め
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
亜
鉛
の
皆
さ
ん
が
組
合
を
結
成
さ
れ
た
四

O
年
前
は
戦
後
の
復
興
も
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
、

高
度
経
済
成
長
が
本
格
化
し
街
中
が
「
神
武
景
気
」
で
わ
い
た
時
期
で
あ
り
、

労
働
運
動
に
於
い
て
も
昭
和
三
O

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
春
闘
が
軌
道
に
乗
り

「
大
幅
賃
上
げ
獲
得
」
を
合
い
言
葉
に
し
て
組
合
員
の
団
結
と
闘
争
力

を
も
っ
て
前
進
を
遂
げ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
お
そ
ら
く
大
阪
亜
鉛
支
部
の
当
時
の
諸
先
輩
の
皆
さ
ん

も
我
々
も
お
く
れ
を
と
る
な
と
ば
か
り
組
合
を
結
成
さ
れ
地
域
の
仲
間
と
共
に
闘
い
を
開
始
さ
れ
た
ん
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

四

O
周
年
の
闘
い
の
経
過
は
、
組
合
の
団
結
で
労
働
条
件
を
改
善
さ
れ
た
闘
い
、
経
営
・
資
本
か
ら
の
労
働
組

合
分
断
攻
撃
に
対
す
る
闘
い
、
警
察
権
力
の
弾
圧
に
抗
し
た
闘
い
、
更
に
は

二
度
に
亘
る
企
業
倒
産
と
の
闘
い
等

々
、
そ
の
場
面
場
面
に
於
い
て
喜
び
に
わ
い
た
勝
利
、
困
難
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
闘
い
、
涙
し
て
収
拾
し
た
闘
い
な

ど
様
々
な
歴
史
が
刻
ま
れ
、
そ
の
土
台
の
上
に
今
日
の
大
阪
亜
鉛
の
盤
石
な
組
織
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

今、

二
O
世
紀
の
最
終
に
さ
し
か
か
っ
た
現
在
、
戦
後

一
貫
し
て
成
長
を
遂
げ
て
き
た
日
本
経
済
が

マ
イ
ナ
ス

成
長
の
方
向
を
た
ど
り
、
資
本
・
経
営
の
過
剰
防
衛
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
策
が
蔓
延
し
、
不
安
定
雇
用
の
拡
大
と
失
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業
者
が
増
大
し
国
民
総
体
の
生
活
水
準
が
大
き
く
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
実
態
に
あ
り
ま
す
。

一
二

世
紀
を
目
前
に
し
た
現
在
、
労
働
組
合
の
課
題
は

「
ゆ
と
り
豊
か
さ
の
実
現
」
、
「
社
会
的
公
正
の
確
立
へ

「
平
和
と
民
主
主
義
の
擁
護
」
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

大
阪
亜
鉛
支
部
の
今
後
の
運
動
が
職
場
再
建
闘
争
の
勝
利
と
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
課
題
の
実
現
に
向
け
て
前
進

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
共
に
、
四

O
周
年
を

一
つ
の
節
目
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
の
組
織
の
発
展
を
祈
念
し
、

組
合
四

O
周
年
に
際
し
て
の
お
祝
い
と
連
帯
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

倒
産
を
克
服
し
、

地
域
組
織
の
強
化
を

金
属
機
械
港
合
同
事
務
局
長

大
和
田

幸
治

- 14一

(
金
属
機
械
田
中
機
械
支
部
委
員
長
)

支
部
結
成
四

O
周
年
、
祝
福
し
ま
す
。

港
合
同
最
古
参
支
部
で
あ
る
大
阪
亜
鉛
支
部
が
、

イ
キ
で
闘
っ
た
の
は
有
名
で
す
。

当
時
同
盟
金
属
だ
っ
た
田
中
機
械
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
ピ
ケ
線
上
の
資
本
の
暴
力
と
対
決

し、

資
本
と
同
盟
と
の
な
れ
合
い
に
よ
る
組
織
問
題
に
抗
し
て
全
国
金
属
に
加
盟
し
、
私
は
依

頼
さ
れ
港
合
同
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
以
来
港
合
同
は
着
実
に
企
業
を

越
え
た
地
域
団
結
と
信
頼
を
強
め
て
き
ま
し
た
。

大
阪
亜
鉛
支
部
は
当
時
闘
争
後
の
組
織
事
情
を
徐
々
に
克
服
し
、
港
合
同
と
共
に
地
域
組
織
と
し
て
地
域
闘
争

一
九
六

0
年
代
初
頭
六

0
日
間
の
ス
ト
ラ



へ
の
取
り
組
み
強
化
と
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

一
九
七
五
年
の
会
社
更
生
法
適
用
申
請
は
、
こ
う
し
た
地
域
闘
争
の
高
ま
り
と
、

思
に
基
づ
く
組
織
攻
撃
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

以
来

一
O
数
年
会
社
更
生
法
と
の
闘
い
を
克
服
し
た
成
果
を
踏
み
に
じ
る
如
く
再
倒
産
に
直
面
し
ま
し
た
。

倒
産
と
は
、
企
業
(
法
人
)
な
ど
の
破
綻
現
象
で
す
が
、
ア
て
の
対
応
は
単
に

一
企
業
問
題
と
し
て
法
的
に
処
理

す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
や
広
範
な
闘
い
に
よ
っ
て
克
服
し
凌
駕
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
運
営
や
攻
撃

の
対
応
も
必
要
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
強
力
な
組
織
事
情
と
対
応
策
を
示
す
の
が
地
域
組
織
・
合
同
組
織
の
特
徴

で
も
あ
り
ま
す
。

世
は
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

大
不
況
の
継
続
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
戦
争
と
大
失
業
の
時
代
で
す
。
各
企
業
は

企
業
存
続
を
大
使
命
と
し
、
再
建
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
労
働
者
犠
牲
を
か
え
り
み
ず
、
人
減
ら
し
を
考
え
、
雇
用
形

態
に
企
業
エ
ゴ
を
持
ち
込
み
、
解
雇
・
退
職
者
の
続
出
と
不
安
定
労
働
者
の
限
り
な
き
拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
争
議
の
少
な
い
現
状
は
企
業
存
続
・
雇
用
軽
視
が
社
会
の
趨
勢
の
如
く
目
に
映
り
ま
す
。

失
業
率
の
増
大
や
組
織
減
は
、

労
働
組
合
の
責
に
帰
す
る
処
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
時
、
地
域
組
織
を
実
態
的
に
理
解
せ
ず
媛
小
化
し
、
あ
く
ま
で
企
業
別
集
団
組
織
へ
の
こ
だ
わ
り
の
た
め
、

事
実
上
港
合
同
を
弱
体
化
・
減
少
さ
せ
る
地
本
方
針
は
、

合
併
の
た
め
と
は
い
え
組
織
原
則
か
ら

い
っ
て
も
間
違

っ
て
い
ま
す
。

倒
産
と
対
決
す
る
貴
支
部
こ
そ
が
合
同
労
組
・
地
域
組
織
の
も
つ
将
来
性
・
現
実
性
を
見
極
め
、
再
度
の
困
難

を
文
字
通
り
闘
う
労
働
者
の
た
め
の
組
織
と
し
て
奮
闘
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

四
O
周
年
を
期
に
さ
ら
な
る
地
域
組
織
強
化
を
地
域
の
仲
間
と
共
に
目
的
に
向
か

っ
て
遁
進
し
ま
し
ょ
う
。

潜
在
す
る
不
当
労
働
行
為
意
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「
歴
史
は
労
働
者
が
つ
く
る
」

そ
れ
を
実
践
す
る
大
阪
亜
鉛
支
部

馬

場

徳

夫

全
港
湾
関
西
地
方
大
阪
支
部
委
員
長

一
九
五
八
年
の
組
合
結
成
に
始
ま
り
、
あ
く
な
き
資
本
の
組
織
破
壊
攻
撃
、
会
社
更
生
法
下

で
の
再
建
闘
争
、
更
に
今
日
の
和
議
法
下
で
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
闘

い
等
々
、
大
阪
亜
鉛
支

部
の
四

二
年
間
の
歴
史
は
、
「
激
動
的
」
と
い
う
言
葉
で
言

い
尽
く
せ
な
い
実
に
重
厚
な
歩
み

で
し
た
。
激
流
と
嵐
に
耐
え
抜
き
、

常
に
前
進
の
上
に
歴
史
を
築

い
て
こ
ら
れ
た
歴
代
の
諸
先

輩
や
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
感
激
の
念

一
杯
で
あ
り
ま
す
。

小
生
の
よ
う
な
若
輩
者
が
大
阪
亜
鉛
の
闘

い
を
語
る
の
は
大
変
気
が
引
け
る
思
い
が
し
つ

つ
、
原
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、

三
O
周
年
記
念
誌

「
た
な
び
く
赤
旗
の
も
と
で
」
を
再
読
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
諸
先
輩
の
発
言
は、

二
一

年
間
を
過
ぎ
た
今
日
の
日
本
の
現
状
や
労
働
運
動
の
実
態

を
予
言
、
危
慎
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
指
摘
通
り
に
な
っ
て
お
り
、
身
震

い
す
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

赤
旗
が
街
角
や
工
場
か
ら
消
え
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
な
く
な
り
、
デ
モ
な
ど
も
め
っ
き
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

抵
抗
の
術
を
も
た
な
い
労
働
者
群
は
リ
ス
ト
ラ
と
称
し
て
野
に
放
り
出
さ
れ
、
中
小
企
業
は
次
々
と
倒
産
に
追
い

込
ま
れ
、

今
日
三
五

O
万
人
の
失
業
者
群
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
が
保
た
れ
て
い
る
労
働
者
の
大
群
は
そ
の
大
半
は
労
働
基
本
権
は
剥
奪
さ
れ
、
低
賃
金
と
長
時
間
労
働

で
資
本
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
雇
用
か
失
業
か
」
の
脅
し
に
対
抗
と
闘
い
の
力
を
な
く
し
て
い
る

聞
に
更
に
恐
ろ
し
い
の
は
着
々
と
戦
争
国
家
づ
く
り
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
現
在
の
社
会
情
勢
の
中
で
の
大
阪
亜
鉛
の
闘
い
は
二
度
の
倒
産
を
乗
り
越
え
労
働
者
の
働
く
権
利
、

生
活
を
守
る
権
利
を
団
結
の
中
で
見
事
に
実
践
を
し
て
い
る
貴
重
な
歴
史
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
歴
史
は
労
働
者
が
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つ
く
る
」
の
言
葉
そ
の
も
の
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
日
々
の
闘
い
は
、
破
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
の
恐
怖
の
中
で
苦
し
む
多
く
の
日
本
の
労
働
者
、
い
や
国

際
資
本
主
義
競
争
の
中
で
闘
う
世
界
の
労
働
者
に
も
限
り
な
い
勇
気
と
確
信
を
与
え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま
た
大
阪
亜
鉛
の
闘
い
を
常
に
支
援
し
て
下
さ
っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
全
て

の
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
和
議
法
下
で
の
再
建
闘
争
を
成
功
さ
れ
、
ま
た
新
た
な
歴
史
を
築
か
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
し
ま
す
と
共
に
私
達
も
労
働
運
動
の
再
生
、
再
建
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

共
に
歩
み
、
共
に
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

労
働
者
で
あ
る
事
に
誇
り
を
持
つ

港
地
区
平
和
人
権
連
帯
会
議
議
長

て
生
き
よ
う

中

村

吉

政

(
金
属
機
械
矢
賀
製
作
支
部
委
員
長
)
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大
阪
亜
鉛
支
部
の
結
成
四

O
周
年
に
あ
た
り
、
港
区
で
働
く
仲
間
を
代
表
し
て
連
帯
の
挨
拶

を
送
り
ま
す
と
共
に
、

二
度
に
亘
る
企
業
倒
産
に
屈
す
る
事
な
く
、
今
尚
、
労
働
組
合
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
赤
旗
を
守
り
働
く
者
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
平
和
を
願
う
多
く
の
人
々
の
先
頭

に
た
っ
て
御
活
躍
さ
れ
て
い
る
貴
支
部
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
、
我
が
国
経
済
は
、
過
去
に
類
の
な
い
不
況
下
に
あ
り
、
巷
に
は
三

O
O
万
人
を
越
え
る

労
働
者
が
仕
事
を
求
め

て
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
か
つ
て
は
あ
り
得
な
か
っ
た
銀
行
や
、

一
流
会

社
の
倒
産
等
々
、
人
聞
が
生
き
る
事
の
難
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
労
働
者
は
労
働
組
合

に
結
集
し
て
生
き
る
事
の
大
切
さ
、
必
要
性
を
感
じ
と
り
ま
し
た
。

貴
支
部
の
実
践
が
よ
り
多
く
の
労
働
者
に
光

を
照
ら
し
、
前
向
き
に
、
胸
を
張
っ
て
生
き
抜
く
労
働
者
を

一
人
で
も
多
く
作
り
あ
げ
る
も
の
と
確
信
す
る
も
の



で
す
D『

い
く
ら
暗
い
夜
で
あ
っ
て
も
明
け
な
い
夜
は
な
い
』
と
申
し
ま
す
。

労
働
者
で
あ
る
事
に
誇
り
を
持
ち
、
困
難
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
最
近
、
尊
敬
す
る
友
人

か
ら
贈
ら
れ
た
冊
子
の
中
に
次
の
様
な
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。
文
章
を
掲
載
し
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

「
青
春
L

青
春
と
は

人
生
の
あ
る
期
間
で
は
な
く

心
の
持
ち
か
た
を
い
う

菩
蔽
の
面
差
し

紅

の

唇

し
な
や
か
な
肢
体
で
は
な
く

た
く
ま
し
い
意
志
豊
か
な
想
像
力

炎
え
る
情
熱
を
差
す

青
春
と
は

人
生
の
深
い
泉
の
清
新
さ
を
い
う

歳
月
は
皮
膚
に
を
敏
を
増
す
が

熱
情
を
失
え
ば
心
は
し
ぼ
む

苦

悩

恐

怖

失

望

に
よ
り

気
力
は
地
を
這
い
精
神
は
芥
に
な
る

霊
感
が
絶
え
精
神
が
皮
肉
の
雪
に
覆
わ
れ

悲
歎
の
氷
に
閉
ざ
さ
れ
る
と
き

二
十
歳
で
あ
ろ
う
と
人
は
老
い
る

頭
を
高
く
上
げ
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希
望
の
波
を
と
ら
え
る
限
り

八
O
歳
で
あ
ろ
う
と

人
は
青
春
に
し
て
己
む

サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

「
青
春
と

い
う
名
の
詩
」
よ
り

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
む

近
畿
労
働
金
庫
大
正
北
支
庖
長

駒
田

裕
治

組
合
結
成
四

O
周
年
記
念
パ
ン
フ
の
ご
発
行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
結
成
四

O
年
の
節
目
に
あ
た
る

一
九
九
七
年
は
組
合
員
の
皆
様
に
と
っ
て
は
本
当
に
厳

し
い
状
況
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

一
九
九
六
年
以
降
の
難
局
を
乗
り
越
え
四

O
周

年
記
念
事
業
を
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
支
屈
が
旧
大
阪
労
働
金
庫
六
番
目
の
支
屈
と
し
て
誕
生
致
し
ま
し
た
の
は
、
大
阪
亜
鉛
支

部
が
組
合
を
結
成
さ
れ
た

二
年
程
後
の

一
九
六

一
年

一
月
の
こ
と
で
す
。
支
庖
開
設
以
来
、
現

高
野
委
員
長
に
至
る
ま
で
歴
代
組
合
役
員
の
方
々
に
は
当
支
庖
推
進
委
員
会
の
要
職
を
担
っ

て
頂
き
、
労
金
運
動

の
発
展
に
お
力
添
え
を
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
が
大
正
支
屈
に
着
任
致
し
ま
し
た
の
は
、
皆
様
方
が
最
も
厳
し
い
状
況
の
下
に
あ
っ
た

一
九
九
六
年

九
月
で
し
た
。
そ
の
頃
の
執
行
部
の
皆
様
は
文
字
通
り
昼
夜
を
問
わ
ず
東
奔
西
走
さ
れ
、
恒
常
的
な
睡
眠
不
足
と

疲
労
の
中
で
ご
苦
労
を
重
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
賃
金
支
払
い
資
金
不
足
に
対
す
る
労
金
か
ら
の
賃
金
手
当
対
策
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資
金
融
資
は
毎
月
恒
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
取
引
先
倒
産
等
に
よ
り
会
社
提
供
の
担
保
手
形
が
不
渡

り
と
な
る
事
態
も
発
生
し
、
私
が
着
任
致
し
ま
し
た
当
時
に
は
そ
の
融
資
残
高
は
約
四
億
円
程
に
も
及
ん
で
い
ま

2

し
か
~。一
九
九
六
年
下
半
期
か
ら
和
議
認
可
決
定
が
行
わ
れ
る

一
九
九
七
年

一一

月
ま
で
の

一
年
数
ヶ
月
間
は
返
済
資

金
と
し
て
充
て
ら
れ
る
べ
き
担
保
手
形
の
不
足
等
の
為
、
労
金
か
ら
は
未
払
賃
金
相
当
額
の

一
部
し
か
融
資
を
行

え
ず
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
賃
金
の
遅
配
や
分
割
支
払
い
等
も
甘
受
頂
い
た
時
期
で
し
た
。
他
方
こ
の
期
間
、
組

合
で
は
和
議
成
立
を
目
指
し

一
般
債
権
者
や
取
引
先
企
業
と
も
交
渉
を
続
け
ら
れ
、
同
時
に
職
場
体
制
の
確
立
を

図
る
等
ま
さ
に
組
織
の
総
力
を
あ
げ
た
職
場
確
保
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
そ
う

し
た
職
場
へ
の
愛
着
と
真
剣
さ
に
よ
る
組
合
活
動
が
、
そ
の
作
り
出
す
製
品
と
共
に
、
組
合
を
、
職
場
を
、
企
業

を
社
会
的
に
必
要
な
も
の
と
さ
せ
、
債
権
者
や
取
引
先
を
し
て
和
議
同
意
へ

と
心
動
か
し
た
も
の
で
は
な
い
で
し

ょ
〉
っ
か
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
労
金
か
ら
の
融
資
金
に
対
す
る
返
済
資
金
確
保
に
対
し
て
は
特
別
に

心
を
砕
い
て
頂
き
全
額
を
ご
返
済
を
頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
金
融
機
関
が
土
地
や
株
式
等
の
投
機
的
融
資
に
走
っ

た
結
果
と
は
い
え
、
多
額
の
不
良
債
権
を
抱
え
経
営
危
機
に
直
面
し
て
い
る
中
で
、

労
金
が
健
全
金
融
機
関
と
し

て
信
頼
を
得
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
結
果
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

老
後
の
生
活
保
障
か
ら
預
金
の
預
け
先
ま
で
「
自
己
責
任
」
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、

「
働
く

者
の
助
け
合
い
」

へ
の
信
頼
を
改
め
て
確
信
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
「
働
く
あ
な
た
と
、
助
け
合
う
未
来
(
あ
し

た
)
へ

」
近
畿
労
働
金
庫
の
中
期
経
営
計
画
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
経
済
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、

け
大
阪
亜
鉛
支
部
の
皆
様
の

一
層
の
ご
奮
闘
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
不
捺
不
屈
」

四
O
周
年
を
祝
う

和
議
申
請
代
理
人
(
元
更
生
法
法
律
管
財
人
)

児

玉

憲

夫

(
新
世
綜
合
法
律
事
務
所
)

四
O
周
年
に
お
よ
ぶ
、
今
日
ま
で
の
長
い
闘
い
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ど
ん
な
企
業
で
も
、
い
つ
消
滅
す
る
か
判
ら
な
い
時
代
に
、
そ
の
従
業
員
で
結
成
す
る
組
合

が
、
四

O
周
年
に
わ
た
り
、
苦
し
み
な
が
ら
で
も
団
結
を
ま
も
り
生
き
延
び
て
来
ら
れ
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
奇
蹟
と
す
ら
私
に
は
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
そ
の
よ
う
な
貴
組
合
の
長
い
闘
い
の
歴
史
の
中
で
、
第

一
次
倒
産
闘
争
と
、
第
二
次
倒

産
闘
争
の
両
方
に
、

奇
し
く
も
か
か
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
法
的
に
は
、
第

一
次
は
会
社
更
生

手
続
で
あ
り
、
第
二
次
は
和
議
手
続
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
企
業
の
再
建
手
続
が
異
な
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
ま

す
D

し
か
し
、
こ
の

二
つ
の
手
続
を
巡
る
状
勢
に
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
第

一
次
の
と
き
は
、

会
社

は
、
ま
が
り
な
り
に
も
、

業
界
有
数
の
中
小
企
業
で
あ
り
、
会
社
更
生
手
続
の
対
象
た
り
う
る
事
業
で
し
た
。
た

だ
申
立
の
動
機
に
、
会
社
と
組
合
の
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
そ
の
後
の
手
続
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
が

噴
出
し
、
田
村
事
業
管
財
人
は
、
つ
と
に
両
者
の
融
和
に
腐
心
さ
れ
た
の
で
し
た
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
第
二
次

の
と
き
は
、

会
社
自
体
が
、
街
金
融
や
、
ブ
ラ
ッ
ク
な
世
界
に
つ
な
が
る
資
金
調
達
に
浮
き
身
を
や
っ
す
問
題
企

業
に
転
落
し
て
お
り
、

法
的
手
続
に
よ
る
再
建
な
ど
お
よ
び
も
つ
か
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
ん
な
状
況
下
で
(
さ
ら
に
は
、
そ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
)
、
あ
え
て
和
議
手
続
の
遂
行
を
主
張
し
て
取
り

組
ん
だ
の
は
、
ま
さ
に
貴
組
合
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
第

一
次
の
と
き
の
よ
う
な
、
企
業
と
組
合
と
の
対
立
を
超

越
し
て
、
企
業
が
駄
目
な
ら
組
合
が
職
場
を
守
り
、
組
合
員
の
家
族
や
関
係
者
の
生
活
を
確
保
し
て
い
く
の
だ
と

い
う
「
不
撰
不
屈
な
組
合
魂
L

が
横
た
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
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前
記
田
村
管
財
人
は
、

三

O
周
年
の
記
念
誌
で
、
組
合
に
対
し
、

「
社
会
環
境
の
変
化
と
所
属
企
業
の
実
情
を

把
握
し
た
臨
機
な
活
動
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
第
二
次
の
闘
い
に
あ
た
っ
て
は
組
合
は
、
そ
れ
を
生
き

た
形
で
実
行
さ
れ
た
感
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。

臨
機
応
変
な
対
応
を
と
り
つ
つ
、
そ
の
背
後
に
、
組
合
員
、
家
族
の
生
活
を
念
頭
に
お
い
た
不
携
不
屈
な
闘
う

精
神
を
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
、
四

O
周
年
の
到
達
点
で
あ
る
と
思
い
、
祝
福
を
送
る
次
第
で
す
。

た
だ
、
現
実
は
、
ま
だ
、
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貴
組
合
が
、
現
在
の
企
業
経
営
陣
と
共
に
闘
う
姿
勢
を
持
ち
つ
つ
、

第
三
次
の
倒
産
手
続
に
至
る
こ
と
の
な
い

よ
う
頑
張
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
の
ぞ
ん
で
お
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
、

一
層
の
御
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

(平
成

一

年
五
月

一
O
日
)

社
内
の
意
志
疎
通
を
良
く
し
て
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大
阪

E
鉛
鍍
金
株
式
会
社
社
長

大
森

豊

大
阪
亜
鉛
支
部
結
成
四

O
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
口
に
四

O
周
年
と
申
し
上
げ
ま
し
て
も
、

大
学
生
が

二
二
才
で
就
職
し
て
も
四

O
を
プ
ラ

ι

ス
す
る
と
六
二
才
に
な
る
わ
け
で
、
社
会
生
活
の
殆
ど
の
期
間
を
使
う
こ
と
で
あ
り
、

「
継
続

は
力
な
り
」
と
も
申
し
ま
す
が
、
大
変
な
経
過
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
問
、
い
ろ
い
ろ
、

結
余
曲
折
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
会
社
が
倒
産
し
会
社
更
生
法
と
な
り
、
必
死
に
な

っ
て
借
金
を
返
し
ホ
ッ
と
す
る
間
も
な
く
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と
い
う
こ
と
で
、

会
社
の
内
容
が
悪

金
融
業
者
や
手
形
の
深
み
に
は
ま
り
、

二
度
目
の
倒
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

化
し
、



が
し
か
し
、
労
働
組
合
委
員
長
は
じ
め
皆
様
の
団
結
に
よ
り
、
和
議
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
労
使

一
体
と
な
り
乗

り
切
り
、
つ
い
に
は
大
阪
地
方
裁
判
所
に
於
い
て

「和
議
確
定
」
の
認
可
を
得
て
現
在
に
い
た
っ
た
わ
け
で
す
が
、

ご
存
じ
の
よ
う
に
戦
後
最
大
の
不
況
の
中
で、

一
流
会
社
、

一
流
証
券
会
社
、
ゼ
ネ
コ
ン
等
々
が
倒
産
す
る
、
銀

行
も
し
か
り
で
あ
り
、
日
本
経
済
は
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
デ
フ
レ
経
済
に
翻
弄
さ
れ
、
長
引
く
不
況

に
体
力
を
失
い
、
か
く
企
業
は
事
業
の
縮
小
、
見
直
し
、
統
廃
合
、
過
剰
設
備
、
過
剰
人
員
と
か
今
日
で
も
新
聞
、

テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
メ
ッ

キ
業
界
は
他
業
種
よ
り
は
、
ま
だ
影
響
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

安
心
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
コ
ス
ト
を
下
げ
て
、
他
社
よ
り
も
低
い
損
益
分
岐
を
作
り
出
し
、
メ
ッ
キ
業
界
に

「
大
阪
亜
鉛
」

あ
り
と
い
う
こ
と
で
、
労
使
が

一
致
協
力
し
、
更
に
五

O
周
年
、
六

O
周
年
を
迎
え
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
最
後
に
労
働
組
合
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り
、
私
自
身
も
考
え
方
が
変
わ
り

「
共
存
共
栄
L

「
ガ
ラ
ス
張

り
経
営
」
と
い
う
こ
と
で
お
互
い
に
完
全
な
る
意
志
疎
通
を
図
り
、

一
日
も
早
く
和
議
債
権
を
完
済
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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素材・メッキ職場

~バ
W 僻

[前列左から]伊勢チツカ、増田省吾、深道勇治、高曲邦雄

大塚希文、大西巧、樋口勝弘、百瀬彰

[後列右から]

藤田隆司，村井紀善、深津和男、山上武志、高島多門、

中村幹生、大向春仁、井元昔、村上寿一、有川光男

松本敏幸、瀬戸口道雄、奥山晴彦、中川芳一、 川瀬恵吾

日生登、戸高安雄、原因。告一、島田鎌嘉、藤村利政

西垣孝喜、岩本初義

[別枠]前川康則
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仕上げ職場

【前列左から]米須清一、深道ヒフミ、平川久美子、

渡辺多恵子、高野文夫、前田有佳子、松本ヒナ子

[後列左から〕寺岡康典、高階勇喜雄、秋田峻、辻真弓、

岡本登代子、末永勘一、関光雄、 上川畑鶴子、安村文伸、

竹本和子、中村義男、尾上孝行、漬野隆規、 山岡金衛

[別枠左から]真鍋重義、木村春子、末原幸冶、奥哲男

[別枠]佐々木幸恵

O
D
 

q
L
 



保繕、事務所職場

[前列左から〕宮本一江、百瀬文子、馬場淑江、木村恭子

山上恵、大井明美、西垣孝喜，河野真也、森一正

【後列左から】岡本一博、磯部昭、山口静加、八木仁紀子

本田順子、 田中隆子、山永英雄、丸谷政代、今谷年子

谷本次男、板井サヨ子、松本陽、石塚朋子、高野翼、岡田勇

【別枠]村雲昌仁
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職場風景

[上]メッキ職場

[下の左】仕上げ 1工場

[下の右]工場安全衛生委員による安全パ トロール



四
二
年
の
あ
ゆ
み





大
阪
亜
鉛
支
部
の
四
二
年
の
流
れ

大
阪
亜
鉛
支
部
の
四

二
年
の
歴
史
は
、
働
く
者
が
職
場
に
愛
着

を
も
ち
、
我
が
職
場
を
守
り
抜
く
た
め
に
奮
闘
し
て
き
た
軌
跡
で

あ
る
。
血
と
汗
と
涙
で
築
き
し
我
が
職
場
||

今
ま
さ
に
、

二
度
目
の

倒
産
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
我
が
職
場
を
守
り
抜
く

こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
試
練
に
あ
る
。

大
阪
亜
鉛
支
部
組
合
員
は
勿
論
の
こ
と
、
我
が
職
場
で
働
く
者

が
笑
顔

で
安
心
し
て
働
け
る
職
場
へ
と
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
で
き

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

働
く
者
の
誇
り
と
自
覚
、
団
結
と
連
帯
の
中
で
、
職
場
の
足
跡

を
生
か
し
再
建
闘
争
の
前
進
・
勝
利
へ
と
ま
い
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

七
名
で
組
合
加
盟

一
九
五
八
年
九
月
、
七
名
が
全
国
金
属
港
合
同
支
部
に
加
盟。

そ
し
て
、
九
月
二
九
日
、
三
二

名
で
大
阪
亜
鉛
支
部
を
結
成
し
、

会
社
に
通
告
し
た
。
会
社
は

一
部
現
場
職
制、

一
部
職
員
を
中
心

に
し
た
組
合
を
約
三

O
名

で
結
成
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
仕

上
げ
班
の
人
を
中
心
に

二
O
数
名
が
全
金
に
加
盟
し
、
そ
の
他
鉄

工
部
な
ど
新
た
な
加
盟
者
も
加
え
、
八

O
名
を
越
え
る
勢
力
に
な

っ
た
。職
場
に
労
働
組
合
の
旗
が
た
て
ら
れ
た
時
の
様
子
に
つ
い
て
、

組
合
結
成

O
周
年
記
念
誌

「
あ
ゆ
み
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

大
阪
港
区
、
築
港
第
三
突
堤
に
回
し
、
四
方
を
河
川
に
固
ま
れ

た
低
地
帯
の

一
角
、
当
時
誰
と
は
な
し
に
通
称
福
崎
村
と
言
わ
れ
、

そ
の
泥
だ
ら
け
の
福
崎
街
道
ぞ
い

に
、
旧
兵
舎
と
い
わ
れ
る
古
び

た
木
造
の

一
棟
か
ら
ぶ
つ
か
こ
う
に
E

突
き
出
し
て
い
る
煙
抜
き
の

や
ぐ
ら
と
煙
突
だ
け
が
か
ろ
う
じ
て

工
場
ら
し
き
お
も
む
き
を
浮

彫
に
し
て
い
た
大
阪
亜
鉛
鍛
金
株
式
会
社
。
当
時
、
資
本
金

一
千

万
円、

工
場
で
働
く
従
業
員
は
約

二
O
O
名
。

鍍
金
材
で
あ
る
パ

イ
プ
を
か
つ
ぐ
人
、
釜
場
で
メ
ッ
キ
す
る
人、

古

い
機
械
で
ね
じ

を
切
る
人
:
:
:
。
働
く
人
と
材
料
で
雑
然
た
る
活
況
を
呈
し
て
い

た
昭
和
三
三
年
九
月
末
。
も
う
涼
し
い
秋
風
が
吹
い
て
い
る
と
い

う
の

に
働
く
人
々
の
つ
ぎ
は
ぎ
の
ボ
ロ
服
は
肩
か
ら
背
中
に
か
け

て
水
で
も
ぶ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
び
っ
し
り
と
肉
体
に
は
り
つ
い

て
い
る
。

長
時
間
残
業
と
、
昨
日
か
ら
連
続
の
徹
夜
と
う
し
作
業
の
疲
労

の
た
め
働
く
人
々
の
顔
は
青
白
く
、
工
場
内
に
は
メ

ッ
キ
場
か
ら

流
れ
出
る
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
と
、
洗
浄
場
の
流
塩
酸
ガ
ス
が
た
ち

こ
め
、

異
様
な
悪
臭
が
重
苦
し
く
た
ち

こ
め
て
い
た
。



そ
の
後
、
職
場
の

二
つ
の
組
合
は
組
織
攻
防
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ

た
が
、

一
九
五
九
年
五
月
七
日
に
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
の
も

と
で
合
併
統

一
し
た
。

そ
れ
以
降
、
組
合
は
、
初
代
委
員
長
解
雇
攻
撃

(
一
九
六

一
年
)

な
ど
の
出
来
事
を
体
験
し
な
が
ら
、

賃
金
体
系
改
善
、
退
職
金
問

題
な
ど
働
き
や
す
い
職
場
仇
つ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
た
。

組
合
結
成
か
ら
五
年
目
の
六
三
春
闘
は
、
支
部
の
歴
史
の
中
で

も
大
闘
争
と
な
っ
た
。

組
合
結
成
三

O
周
年
記
念
誌

「
た
な
び
く
赤
旗
の
も
と
で
」
に
、

六
三
春
闘
の
概
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

春
闘
で
三
月

一
九
日
よ
り
、
全
面
無
期
限
ス
ト
に
突
入
し
た
。

三
月
二
五
日
、
午
前

O
時
に
及
ぶ
団
体
交
渉
中
、
会
社
は
港
警
察

の
機
動
隊
を

工
場
周
辺
に
待
機
さ

せ
た
。

三
月
二
八
日
、
会
社
は

闘
争
を
妨
害
す
る
た
め
に
、
非
組
合
員
を
使
っ
て
ビ
ラ
は
が
し
ゃ

デ
モ
へ
の
挑
発
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
抗
議
す
る
と
、

会
社
は
警
察

権
力
を
導
入
し
た
。
権
力
は
、
組
合
事
務
所
を
捜
索
し
、
同
時
に

五
名
の
組
合
員
を
逮
捕
し
た
。
支
部
は
、
五
名
の
即
時
釈
放
と
救

援
活
動
に
取
り
組
み
、

三

O
O
余
名
で
警
察
署
を
取
り
囲
み
即
時

釈
放
の
抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。

闘
争
委
員
会
は
、
闘
争
資
金
獲
得
の
た
め
過
半
数
を
外
部
に
就

労
さ
せ
た
が
、
生
産
点
を
離
れ
た
闘
い
は
闘
争
力
を
弱
め
る
結
果

に
な
っ
た
。

結
果
的
に
、
六

二
日
間
で
ス
ト
を
打
切
り
、
解
決
内
容
と
し
て
、

時
短
三

O
分
、
初
任
給
引
き
上
げ
、
五
名
の
解
雇
撤
回
を
確
約
さ

せ
て
終
結
し
た
。

六
三
春
闘
の
敗
北
後
の
数
年
間
は
表
面
上
停
滞
を
し
た
が
、
団

結
力
の
回
復
、
闘
う
意
欲
の
増
大
の
中
で
、
闘
う
労
働
組
合
、
ま

と
も
な
労
働
組
合
と
し
て
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。

会
社
更
生
法
下
で

一
五
年
間
の
職
場
再
建
闘
争

一
九
七
五
年
四
月

二
六
日
、

市
川

一
族
は
、
事
前
協
議
約
款
を

無
視
し
て
抜
き
打
ち
的
に
大
阪
地
裁
民
事
六
部
に
会
社
更
生
法
の

手
続
き
開
始
申
立
を
行
な
っ
た
。

申
立
書
に
は
、
申
立
理
由
と
し
て
、
①
受
注
量
減
少
、
②
地
域

攻
勢
が
強
く
賃
金
が
高
す
ぎ
る
、
点
が
あ
げ
ら
れ
、
現
場
三

O
名

の
人
員
整
理
、

一
二
%
の
賃
金
カ
ッ

ト
な
ど
の
再
建
案
が
出
さ
れ

て
い
た
。

司
法
権
力
の
力
を
借
り
て
、
合
理
化
を
押
し
つ
け
職
場
・
地
域

一
体
の
闘
い
に
ク
サ
ビ
を
打
ち
込
み
組
織
破
壊
を
行
な
う
こ
と

|
|
正
に
官
製
合
理
化
攻
撃
に
会
社
更
生
法
申
立
の
狙
い
が
あ
っ

た。
市
川

一
族
の

一
連
の
子
会
社
へ
の
逃
げ
込
み
策
|
|
一
九
六

一

年
関
東
亜
鉛
設
立
、

一
九
七

O
年
知
多
工
業
設
立
、
一

九
七
二
年
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鶴
見
工
場
の
独
立
法
人
化

(横
浜
ガ
ル
パ

l
)
|
|
の
総
仕
上
げ

と
し
て
本
社
工
場
の
全
金
弱
体
化
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
っ

た。

⑪ tる@金色~(8却制

分割払い

宮本一江
8 0 0 0トンを越えると全員が

賃金遅配、

会
社
更
生
法
申
立
が
さ
れ
た
翌
日

二
七
日
は
日
曜
日
で
あ
っ
た

が
、
大
阪
亜
鉛
に
は
地
域
の
仲
間
も
含
め
て
二

O
O
名
が
か
け
つ

け
、
即
座
に
反
撃
体
制
が
と
ら
れ
た
。

「月に 80 0 0トンのメッキをあげる」

記念品をもらえました。

私も 3回ぐらいもらったように思います。 33年前の大阪亜鉛です。そ

のころは釜が3台有り、小釜、中釜、大釜と呼んでいました。 10代だっ

た私の給料は、世間並み以上で、よい会社を紹介してくれた上村さんに感

謝していました。上村さんは大阪亜鉛で働いていた看護婦さんで、私の家

の並びに住んでいました。 3年半ほど勤めて、結婚して育児のために、退

社しました。子供も大きく なり、 大阪亜鉛で募集している と聞き、 1 9 7 

8年に、 又この職場で働くことになりましたO が、すでに倒産している更
生会社でした。田村事業管財人がおられて、大変私達のために働いて下さ

った方でしたが、会社の経営状態が悪く、賃金遅配、賃上げゼ口、 一時金

ゼロがつづきました。給料の手取りが30%、残りは遅配分割でというこ

ともありました。

職場の仲間がたくさんやめていきました。やめたくなくても生活が出来

ない。やめて新しい仕事を探しても何もない。大阪亜鉛に帰ってきた人も

いました。退職金も、 r2 0 %か、 1 00%でも 25年払しiJ、どちらかを
選択をということで、今残っている仲間のためにということで大変なとき

がありました。

やめられた人たちも納得がいかず、会社や組合に何回も電話をしてこら

れました。その度に、その人たちに判ってもらえるように説明されていた

ようです。

会社も組合も、又仲間たちも、一生懸命頑張って、職場を良くする努力

がされました。

今から 10年ぐらい前に、事務所もコンビュータ化され、 「ぼちぼちだ

な」という時に、得意先の倒産の打撃、経営状態の悪化で再び和議に。又

同じ事の繰り返しがはじまりました。

給料のカット、遅配・分割払い、未払い金、など不安がいっぱいでした。

でも 19 9 6年の 11月19日の和議申立から 2年と 7ヶ月を経過して、

やはり問題は山積みですが、職場がなくなるという危険な状態を全員で乗

り切り、今又、毎月、給料がきちんと銀行口座に振り込みされるのも、地

域の仲間や本部の方々、大森社長、組合の仲間のすごいすごい協力のお陰

だと思います。

でもまだまだ安心は出来ません。共に頑張りましょう。先輩も、 同輩も、

後輩も、自分達の大阪亜鉛のために。
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我
々
の
合
言
葉
は
、
「

一
人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い
!
一
切
の
合

理
化
粉
砕
!
」
で
あ
っ
た
。

官
製
合
理
化
攻
撃
を
許
さ
な
い
た
め
に
、
①
職
場
地
域
か
ら
の

大
衆
的
実
力
闘
争
を
強
化
す
る
こ
と
、
②
地
労
委
な
ど
あ
ら
ゆ
る

場
を
利
用
す
る
こ
と
、
③
争
議
支
部
と
の
交
流
、
連
帯
を
深
め
る

こ
と
、
と
い
う
反
撃
の
基
本
方
向
を
確
認
し
た
。

つ
ま
り
、
資
本
総
体
と
し
て
の
総
労
働
に
対
す
る
新
た
な
攻
撃

戦
術
と
し
て
位
置
づ
け
、
自
主

・
自
立
の
立
場
を
堅
持
し
、
闘
う

労
働
運
動
の
強
化
・

拡
大
を
更
に
追
求
す
る
中
で
官
製
合
理
化
攻

撃
を
打
破
す
る
道
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

会
社
更
生
法
申
立
以
降
の
事
態
は
、
工
場
内
が
か
ら
つ
ぼ
の
状

態
(
受
注
激
減
)
と
な
り
、

金
融
資
本
の

一
切
の
取
引
き
停
止
な

ど
我
々
の
生
活
不
安
を
か
き
た
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
団
結
組
織
を
堅
持
し
生
活
と
権
利
を
確
保
す

る
た
め
に
、

一
度
は
死
ん
だ
企
業
を
労
働
者
の
主
体
的
力
量
を
発

揮
し
て
生
き
返
ら
す
闘
い
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
労
働
者
の
主

体
的
運
動
領
域
を
企
業
の
受
注
、
発
注
、
生
産
、
技
術
、
安
全
、

資
金
、
労
務
管
理
な
ど
に
ま
で
拡
大
す
る
闘
い
で
あ
る
。

労
働
運
動
の
領
域
拡
大
の
闘
い
は
、
半
ば
強
制
さ
れ
た
選
択
で

あ
っ
た
と
は
い
え
、
企
業
防
衛
主
義
、

企
業
第

一
主
義
と
は
明
確

に

一
線
を
画
し
、
自
主

・
自
立
の
立
場

の
堅
持
、

地
域
連
帯
の
不

断
の
実
践
に
よ
っ
て
職
場
で
労
働
者
が
主
人
公
に
な
る
方
向
を
め

ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

会
社
更
生
法
の
法
的
手
続
の
流
れ
は
、
更
生
開
始
決
定

(
一
九

七
五
年
七
月

二
日
)
、
更
生
計
画
認
可
(
一
九
七
九
年

二
月

一
九

日
)
、
そ
し
て
更
生
終
結
予
定
時

(
一
九
八
四
年
)
で
あ
っ
た
。

会
社
更
生
法
適
用
か
ら

一
O
年
は
赤
字
が
続
い
た
。
終
結
予
定

時
期
は
、

一
九
八
四
年
で
あ
っ
た
が
、
普
通
の
企
業
と
し
て
世
間

の
波
風
に
耐
え
う
る
職
場
自
つ
く
り
を
念
頭
に
お
い
て
、
終
結
を
延

長
す
る
取
り
組
み
を
し
な
が
ら
、
黒
字
採
算
体
制
確
立
に
全
力
を

あ
げ
た
。
「
自
立
と
信
頼
情
熱
を
か
た
む
け
て
職
場
改
革
を
」
の
ス
ロ

ー
ガ

ン
に

一
九
八
五
年
か
ら
改
革
の
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
九
八
五
年
か
ら
黒
字
職
場
へ
の
転
換
と
定
着
が
続
く
中
で
、

一
九
九

O
年

一
月
に
更
生
終
結
と
な
っ
た
。

組
合
と
し
て
の
団
結
力
は
、
組
合
員
数
と
い
う
こ
と
で
い
け
ば
、

会
社
更
生
法
適
用
当
時
二
二

O
名
が

一
O
年
た
っ
て
、

一一

O
人

に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
職
員
の
加
入

(
ユ
ニ
オ

ン
シ

ョ
ッ
プ
の

締
結

一
九
八
六
年
)
、
パ

l
ト
・
嘱
託
者
の
加
入
(
一
九
八
八
年

秋
)
、
そ
し
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
加
入
(
一
九
八
九
年
)
を
通
じ
て

量
的
な
面
で
も
拡
充
し
た
。

q
u
 

会
社
更
生
手
続
が
終
結
し
て

労
働
運
動
の
全
国
的
な
再
編
成
の
流
れ
の
中
で
、

し、

全
国
金
属
も
金
属
機
械
へ
と
移
行
し
た
。

更
生
終
結
直
後
の
職
場
で
は
、

一
九
九

O
年
三
月
か
ら
、

「
全
労

協
・
無
所
属
組
合
か
、
金
属
機
械
か
」

「
組
合
民
主
主
義
と
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
」
な
ど
の
点
を
め
ぐ
っ
て
、
四
ヶ
月
問
、
討
議
が

A
M
O
U
T
F

岸
技

士
山
中
三
日

J
t
o
A
E
E



続
い
た
。
職
場
分
裂
の
危
機
を
回
避
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
、

五
月

一
八
日
の
昼
夜
合
同
の
臨
時
大
会
で
、

一
票
投
票
で
金
属
機

械
の

二
貝
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

当
時
の
執
行
部
は
責
任
を
と
っ
て
総
辞
職
し
、
新
役
員
の
再
選

出
が
行
わ
れ
た
(
六
月

二
O
日
)
。

新
た
な
役
員
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
更
生
終
結
後
の
職
場

状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
か
っ
た
。

一
九
九

O
年、

一
九
九

一
年
は
黒
字
決
算
が
続
い
た
が
、
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
、
不
況
の
長
期
化
の
中
で
、

一
転
し
て
赤
字
決
算

③ tる@告@Q1(8ωω

へ
と
転
落
し
た

(
一
九
九
二
年

i
)
。

一
九
九
三
年
末
か
ら
会
社
か
ら
何
回
か
の
合
理
化
提
案
が

一
方

的
に
出
さ
れ
て
は
、

当
然
に
も
そ
の
都
度
白
紙
撤
回
と
い
う
結
着

が
繰
り
返
さ
れ
た
。

職
場
改
善
な
ど
の
努
力
は
、

一
九
九
三
年
々
末
に

「
社
会
保
険

料
負
担
割
合
の
七
・
・三
か
ら
五

・・
五
に
」
な
ど
の
犠
牲
を
ひ
き
う

け
な
が
ら
続
け
ら
れ
た
が
、
黒
字
職
場
へ
と
脱
皮
す
る
に
至
ら
な

か
っ
た
。

経
営
陣
も

一

199 5年秋のこと

百瀬彰
199 5年8月に 「アルバイ ト組合」問題が

発生し、 9月に予定されていた定HJJ大会も延期

される、など 「職場の主体性いかに」という こ

とが問われる深刻な出来事がかさなった。職場

は混迷の中にあった。職場の底流には、「この

ままでいいのか」との思い、 [""3、4年続いた

赤字経営」への心配、将来への不安があった。

1 0月7日に新執行部が選出されたが、執行

部になってまず驚いたことは、 1 0月下旬に聞

かれた 「賃金確保の交渉」で、会社から 「資金

繰り表」の説明をうけた時であった。

メッキ収入が2億足らずなのに、支払いの方

は3億近くに膨れ上がっていたことだ。この l

O月は、皆が努力して、 3800トンの売り上

げを上げていたにもかかわらず、収支のつじつ

ま合わせをしょうがない状態であった。

このまま会社が廻って行くわけがないと思い

つつも、労働組合として、職場を守るために、

「火だるまの経営実態」をなんとしても良く し

なければとの思いだけが、その時はあった。

ぐ/

転、

三
転
と
変
化
し
、
そ
し
て

一
九
九
五
年
初
頭

の
得
意
先
の
倒
産
の
悪
影
響
な
ど
を
引
き
が
ね
に

し
て
、
職
場
の
不
安
、
混
迷
が
か
も
し
だ
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、

一
九
九
五
年
八
月

「
ア
ル
バ

イ
ト
組
合
」
問
題
が
発
生
し
た
。

金
属
機
械
の
大

阪
地
本
、
南
大
阪
地
協
、
港
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
部
機

関
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
が
、
六
ヶ
月
間
の

推
移
を
へ
て

ご

定

の

着
地
点
」
を
み
い
だ
し
た

(
一
九
九
六
年

一
月
)
。

職
場
内
部
の
矛
盾
の

「
と
り
あ
え
ず
解
決
・
処

理
L

に
数
ヶ
月
間
を
要
し
た
が
、
こ
こ
で
問
わ
れ

た
の
は
、

「
職
場
の
主
体
性
」
と
い
う
こ
と
に
つ

き
る
。
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九
九
六
年
九
月

企
業
問
題
の
発
生
の
中
で

一
九
九
五
年
八
月
か
ら
コ
ム
ソ
ン
社
と
の
企

業
提
携
が
打
ち
出
さ
れ
、
コ
ム
ソ
ン
社
谷
本
会

長
が
重
役
、
更
に
は
会
長
へ
と
就
任
し
て
い
た

が、

一
転
し
て
コ
ム
ソ
ン
社
は

一
九
九
六
年
六

月
に

一
方
的
に
辞
任
通
告
を
し
て
、
七
月
頃
か

ら
強
引
に
債
権
回
収
へ
と
動
き
出
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
企
業
問
題
が
表
面
化
し
、
企

業
危
機
が
進
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
倒
産
は
恐
れ
な
い
が
、

全
力
で
倒
産
を
回

避
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
「
来
る
日
も
来
る

日
」
も
企
業
問
題
の
解
決
に
と
り
く
ん
だ
。

し
か
し
、
企
業
の
信
用
は
落
ち
、
会
社
と
し

て
の
資
金
手
立
て
は
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
た
。

毎
月
、
毎
月
の
賃
金
確
保
が
ゼ

ロ
に
等
し
い
状

態
の
中
で
、
労
働
組
合
と
し
て
賃
金
確
保
の
た

め
に
日
々
走
り
廻
る
状
態
が
続
い
た
。
そ
れ
で

も
賃
金
は
遅
配
、
そ
の
上
に
分
割
払
い
と
い
う

実
態
が
続
い
た
。

九
月
か
ら
四
ヶ
月
間
は
、

毎
日
、

毎
日
、

「
非

同
ゆ
⑨
告

9
m
u
B
8
8
③ 

銀
行
ヘ

三
0
0
0
万
円
を
鞄
に
つ
め
て

谷

本

次

男

九
月
に
入
っ
て
す
ぐ
に
、
昼
休
み
に
臨
時
の
定
期
大
会
が
開
か
れ
た
。
こ
ん
な
の
は
、
異
例

の
こ
と
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
支
部
闘
争
資
金
を
担
保
に
し
て
、
賃
金
確
保
の
た
め
に
四
三
0
0

万
円
を
大
阪
労
働
金
庫
か
ら
借
入
を
す
る
と
の
決
議
が
行
な
わ
れ
た
。
九
月
一
日
の
日
曜
日
に

は、

三
役
、
地
域
役
員
、
本
部
役
員
が
コ
ム
ソ
ン
社
と
交
渉
を
し
た
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

そ
の
直
後
、
組
合
員
の
あ
る
人
が
、

一
O
O
O
万
円
を
支
部
を
通
じ
て
会
社
に
貸
し
て
、
商
業

手
形
の
決
済
を
し
て
、
不
渡
り
を
防
い
だ
と
の
噂
も
聞
い
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、
九
月
六
日
の
第
三
九
固
定
期
大
会
で
、
執
行
部
に
選
出
さ
れ
た
。

わ
け
も
わ
か
ら
な
い
な
か
で
、
毎
日
、
毎
日
、
執
行
委
員
会
で

「
賃
金
を
ど
の
よ
う
に
作
る

の
か
」
「
五
十
日
(
ご
と
び
)
の
手
形
の
決
済
を
ど
う
す
る
の
か
」
の
論
議
が
続
い
た
。
企
業

不
安
が
広
が
り
、
企
業
信
用
が
日
々
落
ち
、
会
社
と
し
て
の
金
策
は
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
た
。

九
月
末
の
給
料
日
、
執
行
委
員
と
な
っ
て
の
初
め
て
の
給
料
日
。
会
社
と
の
交
渉
で
は

「
賃

金
を
支
払
う
金
が
な
い
」
と
い
う
。
働
け
ば
、
給
料
を
も
ら
う
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
た
が
、
執
行
部
に
な
っ
て
、

「
給
料
に
充
て
る
資
金
を
と
う
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と

に
頭
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
っ
た
。
会
社
役
員
が
自
宅
を
担
保
に
し
て
、

三

O
O
O
万
円
を
借
り

て
き
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
賃
金
の
資
金
が
な
い
。
田
中
機
械
支
部
が
、
本
部
共
闘
資
金
を
担

保
に
し
て
、

三
O
O
O
万
円
の
借
り
入
れ
を
し
て
、
支
部
に
貸
付
を
す
る
と
の
協
力
が

こ
の
時

あ
っ
た
。
こ
れ
で
、
賃
金
の
資
金
の
金
が
で
き
た
。
こ
の
三

0
0
0
万
で
あ
る
が
、
大
阪
地

本
の
書
記
さ
ん
と

一
緒
に
大
阪
労
金
本
屈
に
行
き
、
こ
の
金
を
鞄
に
詰
め
て
、
銀
行
の
閉
届
ぎ

り
ぎ
り
に
滑
り
込
み
セ

l
フ
を
し
た
。
も
っ
て
い
く
の
が
遅
れ
て
、
一
時
は
、

「
そ
の
こ
と
で

不
渡
り
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
銀
行
に
行
く
車
中
で
い
ら
い
ら
し
た
。
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日
常
的
」
な
日
々
が
続
い
た
。

賃
金
確
保
、
手
形
の
不
渡
り
発
生
回
避
な
ど
、
職
場
が
生
き
て

い
く
道
を
求
め
つ
つ
、
方
で
、
職
場
確
保
、
生
活
確
保
の
た
め

③ φ@告@m也切回

始の
申し準
立 か備
としを
い、す

う万す
こ策め
とった
にき
なて
っ、

た 一

月

九
日
」台、

ヱミ

社
は
和
壬主主
面我

手
続
開

思い出す…忘れもしない出来事!

1 996年 11月5日
演野隆規

それまでの半年問、企業問題で毎日が資金手当におわれた。

月末300万円残った、まず、協力会社への請負賃金の支払いに当

てよう、残った 100万円は、組合員に一人5万円賃金の内払として

渡そう…。月初5日に 50万円の金が出来た。管理職に渡そう。 10 

日に業者への材料の支払期日が来た、手形・小切手が不渡りになる。

どうしよう、役員(会社、組合)一人30万現金を家から持ち寄ろう、

そして、銀行取引停止を回避しよう。 1ヶ月に 5""'8回延べ何 10回

あっただろうか。来る日も来る日も資金手当に追われた半年間であっ

た。

そして 11月5日が来た !

約束手形 32 0 0万円の支払期日だ。金がない、手当も限界を超え

た、どうしよう、どうも出来ない。門を閉めよう、マチ金融からの取

り立てを防ごう、職場を守ろう、全ての会社の門を閉め全員が張付い

た。いよいよ倒産だ……。

その時 (朝 11時頃)労金大正支庖長が来組した。担当として食堂

で届長と話しをした。

「もうあかん、住宅ローンは、マイカーローンは?J rマイプラン
で多数の組合員が借りている。どのようにしょうか」などなど屈長に

「哀願?強訴?J議論した。庖長の態度落着いている')')')。

社長室では古田社長を相手に机行部が、大和田委員長、今は亡き浜

里委員長、その他役員と共に、朝から追及、協議し、待機していた。

この日、 「手形不渡り必至」との覚悟でのぞんでいた。

しかし、 3時過ぎに、 金が出来た。 出来た。思いもしなかったこと

だ。

大和銀行に 32 0 0万、地域から持っていって くれた。

部、昌一金属支部、その他で 「大金を どぶに捨て る覚悟」

れた。不渡り回避出来た。 倒産しないで頑張れる。

「おーい門を開けろ!全員仕事を しよう !J 

最悪の状態での 「手形不渡り発生」というのを避けることが出来た。

お陰で今がある。職場がある。仲間はありがたい。支援 して頂いた

恩は運動で返そう

そして結成50周年に向けて、そして、和議条件履行と苦難な道で
はあるが団結力で明日に向かっていこう。

qu 

田中機械支

で出してく



二
度
目
の
倒
産
・
和
議
の
中
で

向
ゆ
⑭
金
色
m
U
8
3
8

⑨ 

二
度
目
の
倒
産
に
と
も
な
う
未
曽
有
の
困
難
を
は
ね
か
え
し
な

が
ら
、
再
々
度
、
執
念
を
も
っ
て
、
そ
し
て
、
勇
気
と
確
信
を
も

っ
て
再
建
闘
争
が
始
ま
っ
た
。

倒
産
直
後
の
状
況
は
債
権
者
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
出
入
り

し
、
品
物

も
ガ
タ
減
り
、
得
意
先
、
仕
入
先
の
ぬ
ぎ
が
た
い
不
信
な
ど
、
予

想
さ
れ
た
こ
と
と
は
い
え
、
職
場
消
滅
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
出

来
事
が
連
続
し
て
お
こ
っ
た
。

和
議
倒
産
と
い
う
厳
し
い
現
実
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
、
和
議

と
い
う

「
再
建
型
」

の
法
的
手
続
き
の
べ

l
ス
に
乗
せ
る
こ
と
に

全
力
を
あ
げ
た
。

和
議
開
始
決
定
、

和
議
認
可
と
い
う

こ
つ
の
ハ

ー
ド
ル
を
越
え
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
実
態
を
つ
く
り
だ
す
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト

で
あ
っ
た
。

一
九
九
六
年

二
一

月
に
提
案
さ
れ
た
第

一
次
会
社
再
建
案
(
賃

金
カ
ッ
ト
、
な
ど
)
に
つ
い
て
の
集
約
を
し
な
が
ら
(
資
料

1
)
、

一
九
九
七
年
は
、
職
場
の

黒
字
採
算
体
制
の
転
換
に
全
力
を
あ
げ

た
。
さ
て
、

二
度
目
の
倒
産
原
因
を
大
き
く
整
理
す
れ
ば

①

更

生

終

結

(

一
九

九

O
年

一
月
)
の
条
件
(
社
会
保
険
料
の
滞

納
分
、
退
職
金
な
ど
の
未
払
い
賃
金
の
長
期
返
済
、
な
ど
)

が

一
九

九

二
年
以
降
の
赤
字
転
落
の
中
で
資
金
的
に
足
カ
セ
と

な
っ
た
。

泊
ま
り
・
張
り
付
け
で

職
場
を
守
っ
て

関

光

雄

僕
が
大
阪
亜
鉛
に
勤
め
て

二一
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
い
ろ
い
ろ

と
有
り
ま
し
た
。

忘
れ
る
に
も
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
倒
産

「
和
議
」
。
泊
ま
り
張

り
つ
け
、
和
議
申
立
、
会
社
財
産
を
債
権
者
が
ヤ
ク
ザ
ま
が
い
の
恐
ろ

し
い
取
り
立
て:・。

職
場
を
守
る
た
め
昼
は
門
前
警
備
、
夜
は
机
の
上
で
仮
寝
し
、
「
冬

は
寒
い
」「
夏
は
暑
い
」
初
め
の
頃
は
家
内
が

「
心
配
し
て
何
度
か
見

に
行
っ
た
」
と
言
っ
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
会
社
に
入
っ
た
の
も
家
内
が
見
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
も

僕
よ
り
心
配
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
生
活
が

一
年
近
く
続
き
、
通
常
の
生
活
に
戻
れ
た
後
も
、
再

度
の
再
建
闘
争
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
、

和
議
条
件
履
行
す
る
ま
で
、

こ
の
後
も
生
活
も
厳
し
い
。

賃
金
カ
ッ
ト
、
変
則
体
制
、
生
産
量
の
減

少
、
借
金
支
払
い
、
働
く
者
に
と
っ
て
は
、
賃
金
も
上
げ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
長
引
く
不
況
の
中
で
組
合
員
が
団
結
し
て
乗
り
越

え
て
頑
張
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
、
何
歩
も
前
進
す
る
た
め
、
現
場
で
の
事
故
の
な
い

よ
う
に

一
人

一
人
が
気
を
つ
け
て
明
る
い
思
い
や
り
の
あ
る
会
社
に
な

れ
ば
、
い
い
仕
事
も
で
き
黒
字
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
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②
一
九
九
二
年
か
ら
の
赤
字
転
落
・
赤
字
体
質
か
ら
脱
皮
す
る
企

業
努
力
、
経
営
責
任
が
果
た
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

③
会
社
更
生
法
下
の
役
員

(
田
村
社
長
、
合
田
専
務
、
大
野
常
務
)

が
退
任
す
る
か
、
後
景
に
退
く
中
で
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
安
定

し
た
経
営
陣
が
確
立
で
き
な
か
っ
た
。

④
通
常
の
銀
行
取
引
が
で
き
な
い
、
企
業
資
金
を
か
り
ら
れ
な
い

と
い
う
事
情
の
中
で
、
赤
字
職
場
、
恒
常
的
な
資
金
不
足
を
解

消
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る

「
手
形
乱
発
」
と
い

わ
れ
る
実
態
が
続
い
て
き
た
こ
と
。

③ @@告@m(8~~

和議職場に就職して

河野真也
私がこの会社に就職したのは去年(1 9 9 8 
年)の 10月26日である。職場が過去に会社

更生法を受け、現在和議状態であることは、面

接時に工場長から説明を受けていたので知って

いたが、あえて入社したのは、前の会社よ り基

本給や資格面もあったし、世間一般も、大手の

証券会社やゼネコ ン倒産など、何処の会社もい

つ倒産するか判らない世の中だった事もある。

労働組合があった事も理由の一つである。と

いうのも、前の会社では、「そうゅうもの」はな

い所で、転勤等で条件が悪くなってもどうにも

ならなかったからである。

そして入社、 全く未経験の仕事なので初めは

全く 判らなかったが、今では、少しずつではあ

るが判るようになったが、いまだに判らないこ

とも少な くない。 こんな自分ですが、これから

もこの職場で頑張っていきたいと思います。

当
然
な
が
ら
、
職
場
再
建
は
以
上
の
倒
産
原
因
の
解
消
・
解
決

を
め
ざ
す
こ
と
と

一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。

黒
字
体
制
の
確
立
は
勿
論
の
こ
と
、
安
定
し
た
経
営
陣
の
確
立

を
求
め
る
こ
と
に
心
を
砕
い
た
。

幸
い
、
和
議
開
始
決
定

(
一
九
九
七
年
七
月
二
二

日
)、
和
議
認

可
決
定

(
一
九
九
七
年

一
一
月
六
日
)
を
経
て
、

一
九
九
七
年

一

二
月
に
大
森
豊
社
長
を
ト

ッ
プ

と
す
る
新
経
営
陣
が
発
足
し
、
信

頼
に
も
と
づ
い
た
労
資
関
係
自つ
く
り
の

一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た

(資

料

2
)
。

一年
目
の

一
九
九
/
年
は
大
変

更
に
、
和
議
倒
産
か
ら

な
年
で
あ
っ
た
。

仕
事
の
ガ
タ
減
り
状
況
が

三
月
か
ら
生
ま
れ
、
従
来
と

比

べ
て

一
i
二
割
の
減
少
の
中
で
、
職
場
を
守
り
、
生
活

を
守
る
こ
と
に
必
死
の
努
力
が
続
い
た
。

変
則
勤
務
の
実
施

(
五
週
間
と

二
日
間
)
、
請
負
方
式
の

導
入

(
九
月

二
一

日
か
ら
)
な
と
、
職
場
が
生
き
る
た
め

の
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。
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争
議
支
部
と
し
て

誇
り
と
自
覚
を
持
っ
て

二
度
目
の
倒
産
に
再
建
闘
争
で
立
ち
向
か
う
上
で
、

支
部
を
と
り
ま
く
有
利
な
状
況
が
あ
っ
た
。

大
阪
亜
鉛

③ φ@ 告@Q1(B~ω

倒れても立ち上がる
不屈のボクサーのように

尾上孝行
この会社は l回目、 会社更生法でつぶれ、またたちあが

り、それでもまた 2回目つぶれる。まるで、ボクサーか、

それとも、酔っぱらいか。それとも天のいたずらか。

ささえるのが組合だろう。男と女か。

人は雨をきらう。僕も人にきらわれやすいタイプだ。で

も雨はそれ以上いやだろう。

港区福崎町は空気の悪い町だ。雨が悲しくふり続くと深

呼吸ができる空気の軽い町.だ。雨ふりの福崎町は、ほこり

がまいあがらないからいいなと思う。

やがて|晴れると砂の嵐か、ほこりの嵐が吹きあれる。

まるでこの町も沖縄のようだな。何故かというと、雨ふ

りの沖縄の海は赤土の海だ。赤土の汚染でも晴れるとすき

とおった海。まるで嘘のようだ。

ま
ず
は
、
南
大
阪
労
働
運
動
の
戦
闘
性
・
階
級
性
が
生
き
た
港

と
い
う
地
域
性
で
あ
り
、
金
属
機
械
と
い
う
単
産
の
全
面
的
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
職
場
の
メ
イ
ン
パ
ン
ク
と
い
っ
て
い
い

近
畿
労
働
金
庫
(
前
身
は
大
阪
労
働
金
庫
)
の
か
わ
ら
ぬ
支
援
が

続
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
第

二
に
、
泊
ま
り
・
張
り
つ
け
体
制
で
職
場
を
守
り

ぬ
く
、
な
ど
の
強
い
再
建
へ
の
意
欲
を
示
す
こ
と
で
、
得
意
先
、

仕
入
先
な
ど
の
協
力
が
徐
々
に
で
は
あ
れ
実
現
で
き
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
特
に
、
大
森
工
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
亜
鉛
の
安
定
供
給
の

継
続
は
、
関
係
方
面
の
安
心
、
信
用
を
大
き
く
生
ん
だ
。

ま
た
、
第
三
に
、
和
議
倒
産
か
ら

一
年
し
て
、
力
の
あ
る
経
営

者
・
大
森
社
長
を
再
度
、
迎
え
い
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ

る。
更
に
は
、
「
我
が
職
場
に
は
運
が
あ
る
」
と
思
う
の
だ
が
、
倒
産

し
た
時
期
が
早
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
、

一
年、

二
年
た

っ
て
の
倒
産
で
あ
れ
ば
、
未
曽
有
の
大
不
況
の
時
期
と
重
な
っ
て

い
て
、
再
建
は
今
以
上
に
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
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こ
う
し
た
中
で
、
職
場
が
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
ひ
き
う
け
る
気
概

で
、
自
力
再
建
、
自
主
再
建
の
立
場

で
頑
張
り
抜
く
こ
と
で
、
い

わ
ゆ
る

「
順
調
な
再
建
」
を
つ
く
り
だ
し
て
き
た
と
い
え
る
。

世
の
風
潮
は
、
労
働
組
合
が
ま
と
も
に
闘
う
こ
と
を
異
端
視
す

る
流
れ
の
中
で
、
争
議
組
合
は
反
合
、
権
利
闘
争
の
最
先
頭
で
闘

い
ぬ
い
て
い
る
と
の
誇
り
を
も
っ
て
闘
い
が
す
す
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。



か
け
が
え
の
な
い
「
職
場
確
保
と
い
う
権
利
」
、
団
結
権
を
守
り

ぬ
く
こ
と
で
、
全
て
の
働
く
者
の
生
活
と
権
利
の
確
保
、
ひ
い
て

は
、
向
上
に
向
け
て
、
和
議
下
の
再
建
闘
争
を
前
進
を
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
八
年
か
ら
向
こ
う
五
年
間

(
1
二
O
O
二
年
)
の
和
議

条
件
履
行
期
間
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
厳
し
さ
が
続
く
。

労
働
組
合
が
団
結
と
連
帯
を
強
め
、
信
頼
感
あ
ふ
れ
る
労
資
関

係
を
武
器
に
し
て
、
血
と
汗
と
涙
で
築
い
た
我
が
職
場
を
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
職
場
へ
と
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
更
に
「
組
合
結
成
五

O
周
年
」
の
節
目
に
向
け
て
、
着
実
に
前
進
し
よ
う
。

会
社
第

次
再
建
案
を

め
ぐ
っ
て
の
ま
と
め

-一一圃.

大
阪
亜
鉛
鍍
金
株
式
会
社
(
会
社
と
い
う
)
と
金
属
機
械
大
阪
亜

鉛
支
部

(組
合
と
い
う
)
は
、
会
社
が
一
九
九
六
年
一

二
月

一一

日
付
で
提
案
し
た
「
会
社
再
建
案
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
協

定
す
る
。

1
、
組
合
は
、
和
議
の
成
立
と
い
う
視
点
か
ら
、

「
会
社
再
建
案
」

の
中
の
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
に
あ
た
る
点
に
つ
い
て
も

一
定

修
正
の
上
で
ギ
リ
ギ
リ
の
判
断
・
決
定
を
し
た
。
会
社
は
こ
う

し
た
事
情
を
十
分
に
理
解
し
、

職
場
の
安
定

・
充
実
に
向
け
て

従
前
以
上
に
努
力
し
、
和
議
の
成
立
・
遂
行
に
全
力
を
挙
げ
、

社
内
で
働
く
者
の
生
活
確
保
に
最
大
限
留
意
す
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

2
、
「
会
社
再
建
案
」
に
つ
い
て
の
以
下
に
示
す
協
定
内
容
は
、

和
議
成
立
・
遂
行
が
前
提
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
職
場
の

存
続
・
再
建
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
万
が
一
、
破
産
な
ど
の

事
態
に
至
っ
た
場
合
、
賃
金
カ
ッ
ト
な
ど
の
労
働
債
権
に
関
わ

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
実
施
時
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
復
元
す
る

も
の
と
す
る
。

①
設
備
改
善
の
実
施
を
す
す
め
る

・
仕
上
三
工
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
完
遂
を
す
る

②
新
卒
者
の
募
集
の
継
続
を
は
か
り
、
職
場
の
若
が
え
り
を

は
か
る
0

・
年
令
別
初
任
給
を
変
更
す
る

一
五
才

(
一
九
三
0
0
0
)
か
ら
三
五
才

(
一二一

六
0

0
0
)
ま
で
は
現
状
通
り
と
す
る。

三
六
才

(
二
二

七

0
0
0
)
か
ら
四

O
才

T
E

=

0

0
0
)
ま
で
は

一
0
0
0
円
キ
ザ
ミ
と
す
る
。

四
O
才

(
二

す
る

③
賃
金
カ
ツ

ト
に
つ
い
て

一
O
%
と
す
る
。

実
施
は

一
九
九
七
年
一
月
か
ら
。

④
定
年
六

O
才
以
上
の
も
の
は
、
更
新
時
基
本
給
の
九

O
%
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と
す
る
。
実
施
は

一
九
九
八
年

一
月
か
ら
。

⑤
責
任
手
当
は
、
四

O
%カ
ッ
ト
す
る

一
九
九
七
年
四
月
か
ら
定
年
を
越
え
た
者
は
、
役
職
を

返
上
す
る
。
但
、
後
継
者
育
成
の
た
め
に
過
渡
的
措
置

を
講
じ
る
。

⑥
月
給
者
の
遅
刻
、
早
退
、
私
用
外
出
は
賃
金
カ
ッ
ト
す
る
。

実
施
は

一
月

二
二
日
(
月
)
か
ら
。

⑦
保
繕
、
保
安
業
務
の
時
間
外
労
働
規
則
の
た
め
に
、
振
替

休
日
な
ど
の
措
置
を
実
施
す
る
。
実
施
は

一
月

二
二
日
か

声
り
。

⑧
経
費
節
約
に
つ
い
て

(
ア
)
通
勤
費
は
六
ヶ
月
定
期
代
を
支
給
す
る
。
実
施
は

一一
月
か
ら
と
し
、
六
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
順
次
移
行
す
る
。

(
イ
)
作
業
着
は

二
年
に

一
着

(
夏
、
冬
)
支
給
す
る
。

但
、
釜
方
、
乾
燥
台
、
洗
浄
は

一
年

一
着

(
夏
、
冬
)

支
給
す
る
0

・
入
社
か
ら
二
年
の
聞
は
従
前
通
り
と
す
る
。

(
ウ
)
作
業
手
袋
は
月
二
双
支
給
す
る
。
但
、
作
業
上
、

現
場
責
任
者
が
判
断
し
た
時
は
別
途
支
給
す
る
。

(
エ
)
脚
は
ん
は
交
換
制
と
す
る
。

(
オ
)
浴
槽
は

一
O
名
以
下
の
時
は
わ
か
さ
な
い
。
風
目
代

と
し
て
四

一
O
円
支
給
す
る
。

(
カ
)
給
食
費
の
今
後
値
上
げ
の
分
は
半
額
個
人
負
担
と
す

マ
令
。

(
キ
)
電
気
器
具
の
持
ち
込
み
は
許
可
制
と
す
る
。

(
ク
)
守
衛
勤
務
時
間
帯
の
変
更
を
す
る
。

実
施
は
、

一
九
七
年

一
月
二
一

日

3
、
以
上
の
協
定
内
容
に
つ
い
て
は
、

を
行
な
う
。

和
議
成
立
後
に
見
直
し

新
た
な
労
資
関
係
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト
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大
阪
亜
鉛
鍍
金
株
式
会
社

(
会
社
)
と
金
属
機
械
大
阪
亜
鉛
支

部
(
組
合
)
は
、

一
九
九
七
年

一
二

月

一
二

日
臨
時
株
主
総
会
で

新
経
営
陣
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、
今
後
の
労
使
関
係
の

信
頼
確
立
に
向
け
て
下
記
の
通
り
確
認
す
る
。

記

一
、
会
社
と
組
合
は
、
和
議
下
の
企
業
(
職
場
)
を
め
ぐ
る
状
況

の
厳
し
さ
を
各
々
の
立
場
で
の
共
通
認
識
と
す
る
。

今
後
と
も
企
業
の
安
定

(職
場
の
安
定
)
、
働
く
者
の
生
活
安

定
の
た
め
に
各
々
の
立
場
か
ら
全
力
を
あ
げ
る
。

一一
、
会
社
は
、
従
前
の
労
使
関
係
の
経
過
を
踏
ま
え
、
今
後
も
、



憲
法
、
労
働
基
準
法
、
労
働
組
合
法
な
ど
の
労
働
諸
法
の
遵
守
、

協
定
事
項
、
職
場
慣
行
な
ど
を
尊
重
す
る
。

三
、
組
合
は
、
和
議
倒
産
以
降
、
大
森
工
業
株
式
会
社
グ

ル
ー
プ

に
よ
る
亜
鉛
供
給
、
商
業
手
形
の
割
引
、
も
ち
代
・
設
備
資
金

の
提
供
な
ど
の
協
力
が
企
業
再
建

(
職
場
再
建
)
の
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
る
理
解

を
す
る
。

大
森
豊
社
長
は
、
会
社
の
ト
ッ
フ
と
し
て
あ
る
と
同
時
に
大

森
工
業
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
、
従
前
通
り
の
協

力
を
ひ
き
つ
づ
き
行
な
う
こ
と
を
確
認
す
る
。

四
、
会
社
は
、
組
合
お
よ
び
組
合
員
、
働
く
者
の
人
格
、
生
活
、

団
結
を
最
大
限
尊
重
し、

今
回
の
倒
産
と
い
う
事
態
を
反
省
し
、

経
営
責
任
を
全
う
す
る
。
組
合
は
、
自
主
再
建
、
自
力
更
生
の

立
場
で
企
業
再
建
(
職
場
再
建
)
に
向
け
た
努
力
を
続
行
す
る
。

安
定
し
た
労
使
関
係
、
信
頼
感
あ
ふ
れ
る
る
労
使
関
係
の
確

立
が
企
業
再
建

(職
場
再
建
)
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、

会
社
と
組
合
は
認
識
を

一
致
す
る
。

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
に、

会
社
と
組
合
は

一
致
し
て
、
企

業
再
建

(
職
場
再
建
)
と

い
う
共
通
目
標
に
向
け
て
全
力
を
あ

げ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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い
つ
倒
産
に
な
る
か
と
い
う
状
況
で

執
行
部
に
な
っ
て

山

岡

金

衛

一
九
九
六
年
の
定
期
大
会
で
再
度
執
行
部
と

し
て
組
合
活
動
を

闘
う
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
九
二
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
の
あ
と
社
会

全
体
が
不
況
の
中
、
ご
他
分
に
も
れ
ず
大
阪
亜
鉛
も
例
外
で
は
な

く
不
況
の
波
に
の
み
込
ま
れ
よ
う
と
す
る
前
で
あ
っ
た
。

会
社
に
出
勤
す
る
と
、

債
権
者
が
押
し
か
け
て
く
る
、
毎
月
の

「
五
十
日
(
ご
と
び
)
L

に
は
手
形
決
済
の
期
日
が
来
る
等
々
、
非

常
に
厳
し
い
毎
日
が
続
き
そ
の
対
応
に

一
日
が
つ
ぶ
れ
る
と
い
っ

た
情
況
、
そ
し
て
い
つ
倒
産
す
る
か
、
い
つ
会
社
の
門
を
閉
め
る

か
と
い
う
情
況
で
あ
っ
た
。
地
本
や
地
域
の
仲
間
の
協
力
を
得
て
、

最
悪
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
倒
産
と
い
う
事
態
を
回
避
出
来
た
が
、

し
か
し
毎
月
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
様
な
事
態
が
永
く
続
か
な
い

こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
っ
た
様
に
思

い
ま
す
。

和
議
認
可
か
ら

一
年
半
を
迎
え
て
私
達
は
再
建
に
向
け
努
力
し

な
が
ら
、
こ
の
六
月
に
組
合
結
成
四

O
周
年
の
行
事
を
迎
え
ま
す
。

「
大
阪
亜
鉛
で
働
い
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
L

と

い
う
日
を
作

り
出
す
た
め
に
組
合
員
全
員
が
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
ゆ
⑨
ゐ

9
m
u
飽

8
8

③ 

健
康
診
断
の
実
施
を
危
ぶ
ん
だ
時
も

丸

谷

政

代

私
が
入
社
し
た
の
は

一
九
九
三
年

二
月
四
日
で
す
。
今
年
で
六

年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
病
気
に

な
り
入
院
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
健
康
で
あ
る
こ
と
の

あ
り
が
た
さ
を
痛
感
し
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
会
社
の
皆
様
が

健
康
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

医
務
室
の
衛
生
管
理
者
と
し
て
、
健
康
管
理
な
ど
か
ら

一
言
。

一
九
九
六
年
の
秋
の
健
康
診
断
の
時
に
は
、

会
社
が
倒
産
す
る
か

も
し
れ
ず
、
給
料
が
遅
配
や
未
払
い
で
あ
っ
た
時
に
、
健
診
機
関

を
松
浦
診
療
所
か
ら
船
員
保
険
病
院
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

現
在
、
退
職
さ
れ
て
い
る
看
護
婦
の
池
田
さ
ん
が
急
に
入
院
さ
れ

た
た
め
、
引
き
継
ぎ
も
そ
こ
そ
こ
に
船
員
病
院
と
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、

実
施
を
し
て
も
費
用
の
支
払
い
が
で
き
る

の
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
が
あ
り
、
支
払
日
を
な
る
べ
く
遅
く
し

て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

一一

月
に
和
議
申
請
が
出
さ
れ
、

一
九
九
七
年
の
春
と
秋
の
健

康
診
断
は
、
給
与
が

一
O
%カ
ッ

ト
の
上
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
八
年
の
健
康
診
断
の
実
施
後
に
は

二
次
健
診
に
も
全
員
が

積
極
的
に
船
員
病
院
で
実
施
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
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ッ
プ
検
診
も
実
施
で
き
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
と
思
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
九
九
九
年
度
春
の
健
康
診
断
か
ら
は
、

六

O
才
以
上
の
方
に

は
、
半
日
ド

ッ
グ
を
う
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
健
康
管
理
、
ま
ず
は
血
圧
測
定
を
心
が
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
(
血
圧
測
定
は
毎
日
医
務
室
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
)
。
全
員
が
六
五
才
ま
で
仕
事
が

で
き
、
組
合
結
成

五

O
周
年
、
六

O
周
年
と
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

同
ゆ
⑨
告

9
m
u
B
8
8

⑮ 

請
負
化
に
つ
い
て

末
永

勘

一
九
九
七
年
に
和
議
に
伴
う

「
企
業
改
革
」
の

一
環
と
し
て
脱

脂
工
場
よ
り
乾
燥
台
ま
で
の
下
請
け
化
と
仕
上
げ
三
工
場
の
下
請

け
化
の
提
起
が
会
社
よ
り
示
さ
れ
た
。
直
ち
に
執
行
委
員
会
、
拡

大
委
員
会
に
於
い
て
真
剣
な
る
討
議
が
行
わ
れ
、

一
定
の
方
針
が

確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
職
場
討
議
に
付
さ
れ
た
が
、
誰
し
も
自

分
の
職
場
に
は
愛
着
と
自
負
と
責
任
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
職
場

を
変
わ
る
事
へ
の
不
安
、
労
働
強
化
に
な
る
の
で
は
、
生
産
性
の

低
下
の
危
慣
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
、
数
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。私
も
小
釜
の
廃
止
で
中
釜
へ
、
ま
た
、
中
釜
の
廃
止
・
大
釜

一

本
化
で
仕
上
げ
工
場
へ
と
、

二
度
の
職
場
変
更
の
経
験
が
あ
り
、

移
動
す
る
人
た
ち
の
気
持
ち
が
良
く
理
解
で
き
る
だ
け
に
非
常
に

悩
ん
だ
。

し
か
し
、

請
負
化
す
る
こ
と
が
将
来
的
に
職
場
の
安
定
と
存
続

に
つ
な
が
る
と
の
方
針
に
基
づ

き
、
職
場
集
会
を
幾
度
も
聞
き
理

解
を
求
め
、

三
ヶ
月
間
の
テ
ス
ト
期
間
を
設
定
し
て
教
育
と
修
正

を
行
う
こ
と
で
、

一
九
九
八
年
九
月
よ
り
の
実
施
と
な
っ
た
。

し
か
し
ま
だ
完
全
な
も
の
で
な
く
、
会
社
、
樋
口
工
業
、
職
制

三
者
に
よ
る
意
見
交
換
と
討
議
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

一
日
も
早
く
整
備
さ
れ
、
本
格
的
な
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
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請
負
化
に
つ
い
て

原
則
一
般
の
主
張
で
は
な
く大西

巧

一
九
九
八
年
九
月
に
、
メ

ッ
キ、

式
が
導
入
、
拡
大
さ
れ
た
。

そ
の
閣
の
職
場
集
会
で
は
、

仕
上
げ
職
場
に
請
け
負
い
方

様
々
な
危
倶
、

反
対
の
意
見
も
出



さ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
、

一
般
的
に
は
製
造
工
程
な
ど
で

「
下

請
け
化
」

と
か
、
「
請
負
」
方
式
の
導
入
は
、
正
社
員
(
工
員
)
の

人
件
費
の
削
減
と
い
う
リ
ス
ト
ラ
の

一
環
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
他
方
で
は

「
人
員
不
足
」
と
い
う
現
実
か
ら
も
多
く
の

企
業
で
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
も
あ
る
。

昨
年
の
導
入
直
前
の
時
期
は
、
特
に
メ
ッ
キ
職
場
で
は
、
深
刻

な
日
々
の
人
員
不
足

(
欠
勤
)
の
問
題
が
あ
り
、
日
常
の
作
業
の

進
行
が
難
し
い
状
況
で
あ

っ
た
。

こ
の
現
実
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
現
実
的
な
選
択
を
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
原
則

一
般
」
の
主
張
の
み
で
は
、
職

場

(
企
業
)
の
存
続
が
あ
り
え
な
い
の
が
現
実
な
の
だ
。

「
請
負
」
の
作
業
自
体
は
若
干
の
問
題
が
あ
り
つ
つ
も
、
従
前

通
り
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
若
干
の
問
題
」
そ
の
も
の
は
、
た

と
え
、
従
前
の
体
制
で
も
あ
っ
た
し
、
発
生
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、

「
本
工
組
合
」
中
心
の
考
え
方
か
ら
、

「
下
請
け
」
労
働

者
を
差
別
す
る
こ
と
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
労

働
者
」

一
般
で
は
な
く
、

多
様
化
し
て
き
て
い
る
状
況
を
直
視
す

る
べ
き
だ
と
思
う
。

ま
た
、

「
請
負
」
方
式
の
導
入
、
拡
大
は
、
、
昨
年
九
月
に
全
く

初
め
て
開
始
さ
れ
た
の
で
も
な
く
、
職
場
(
企
業
)
の
従
来
の
流

れ
の
追
認
と
い
う
現
実
を
直
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
流
れ
は
、
も
う
過
去
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
と
思
わ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、

一
般
的
、
社
会
的
に
は

「
リ
ス
ト
ラ
」
の

一
環
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
の
構
造
的
、
歴
史
的
な
不
況
と
い
う
事

態
の
中
で
、
多
く
の
企
業
が
導
入
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

も

「
結
果
に
対
す
る
闘
い
」
以
上
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に

「
メ
ツ
キ
」
業
H
鉄
鋼
製
造
業
の

一
環
H
と
い
う
も
の
の
未
来

と
い
う
点
で
は
、
私
達
も

「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

」
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

職
場
(
企
業
)
の
存
続
は
、
希
望
と
発
展
と
い
う
点
か
ら
こ
そ

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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写
真
で
見
る
ζ
の
十
一
年



企田中機械破産管財人宮崎宅抗議 (1988年l月l日)

企新人研修会(第2回目) (I988年7月)

企 10.21国際反戦デーのデモ



1989年

V 青婦部いちこ狩り(1989年5月5日)

企第60回メーデ

...新人研修会(第6回目)(J 989年9月)

企第32固定期大会(1989年10月4日)



1990年

...反原発日高マラソン ([990年6月10日) ...アジアスワ二一労働者支援 (1990年1月初日)

A 新人研修会(第7回目)(J990年8月25日)

i33回定1

企第33固定期大会([990年10月6日)



1991年

企第62回メーデー 企労金力一イベン 卜

A 南労会労組との交流(於和歌山)(1991年8月2日)



京都フラワーセンヲー来国記念
平成 4年 SF1 4日

A 青婦部いちご狩り(1992年5月4日)

L 

A 葛城山ハイキング(1992年6月6日)

A 団結もちつき大会(J992年12月)



1993年

明7第1但奮材

企曽爾高原ハイキング(J993年11月6日)

.~\ 
A 第36固定期大会 (J993年9月4日)



1994年

A 大江山キャンプ(J994年7月15日)

企第37固定期大会前の投票風景(J994年 9月3日)



1995年 1996年

企富士山登山 (1995年7月14日)

~焼き肉パーティ (1996年4月27日)

A 焼き肉パーティ (1996年4月27日)



1996年

A 青婦部信楽レクリエーション(1998年6月1日)

A 第67回メーデー

}アメ

山、4
間
山マ''

内

h
U第

占
企

~ 

:団結 前立 かL
D再建かち~

、，
つ

企職場構内もちつき大会 0996年12月21日)



1997年

.A 0 B会花見(雨のため食堂で) (1997年4月)

.. 
企和歌山海水浴(1997年 7月19日)

司"-~ ~.__.- ------ ヲ『一--.司

A 新人研修会(第10回)(1997年10月5日)

L 

第今O回定 ‘ 

室~株私・丈眼呈括主

企第40回定期大会(I997年9月)



1998ヰ

A 金剛山登山 (1998年2月7日)

A 第69回メーデー

企日本語学校終了パーティー (1998年5月9日)

E-
• • • 

-
R
 •• 

A 青婦部レクリエーション(明石海峡・淡路島) (1998年6月5日)



編

集

認

後

-
三
年

前

(
一
九
九
六
年
)
職
場
の
危
機
が

一
目、

で
い
く
の
を
肌
身
で
感
じ
た
。

「
一
人
の
労
働
者
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
」

「
労
働
組
合
と
し

て
や
れ
る
こ
と
は
」
|
|
様
々
な
出
来
事
が
次
か
ら
次
へ
と
起
こ

る
中
で
職
場
は
苦
闘
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
。

バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ
け
て
不
況
が
続
い
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も

二
度
目
の
倒
産
と

い
う
事
例
は
あ
た
り
を
見
渡
し
て
も
な
か
っ
た
0

・
労
働
組
合
が
、
経
営
陣
に
先
だ
っ
て
、

倒
産
を
覚
悟

・
判
断
す

る
こ
と
は
、
労
働
組
合
の
本
来
の
使
命
か
ら
い
う
な
ら
ば
あ
り
得

な
い
。
企
業
危
機
の
深
ま
り
の
中
で
、

「
倒
産
を
避
け
る
。
倒
産
に

つ
な
が
る
原
因
を
解
明
し
、
解
消
す
る
」
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
た
0

・
一
九
九
六
年
九
月
か
ら

一
九
九
六
年

一一

月
の
中
で
、
労
働
組

合
が
働
く
者
の
賃
金
確
保
で
調
達
し
た
金
額
は

一
億
五

0
0
0
万

円
に
の
ぼ
っ
た
。

近
畿
労
働
金
庫
(
当
時
は
大
阪
労
働
金
庫
)
か
ら
の
闘
争
資
金

を
担
保
に
し
て
の
借
入
、
田
中
機
械
支
部
の
本
部
共
闘
資
金
を
担

保
に
し
て
の
借
入
、
田
中
機
械
支
部
・

昌
一
金
属
支
部
な
ど
の
現

金
の
提
供
。
こ
れ
に
加
え
て
、
支
部
財
政
を
と
こ
と
ん
は
き
だ
し
、

支
部
組
合
員
か
ら
の
借
入
は
、

二
O
数
名
、
数
千
万
円
に
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
労
働
組
合
を
信
じ
つ
つ
も
「
ど
ぶ
に
捨
て
る
」
覚

悟
で
の
資
金
の
提
供
で
あ
る
。

一
日
と
進
ん

「
賃
金
が
な

い
」
こ
と
で
な
じ
み
の
仲
間
が
職
場
を
去
る
こ
と

を
避
け
た
い
と
い
う
思
い
1
1
1
こ
の

一
点
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力

支
援
、
協
力
が
な
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
賃
金
全
部
を
充
当
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
遅
配
・

-分

割
払
い
と
な
っ
た
。

そ
の
都
度
、
労
働
組
合
は
、

「
働
い
て
何
で
賃
金
が
も
ら
え
な
い

の
か
」
な
ど
の
当
然
過
ぎ
る
職
場
の
声
の
矢
面
に
立
っ
た
。

一
ヶ

月
に
そ
の
種
の
場
面
が
八
回
、
九
回
、

一
O
回
と
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
来
る
日
も
来
る
日
も

「
何
故
こ
れ
だ
け
の
賃
金
し
か
払
え
な

い
の
か
」
の
説
明
に
必
死
だ
っ
た
。

-
日
々
迫
り
つ
つ
あ
る
と
の
予
感
が
あ
っ
た
が
、

二
度
目
の
倒
産

の
厳
し
さ
・
現
実
を
心
と
体
に
想
い
描
き
な
が
ら
、
職
場
が
生
き

残
る
と
い
う

「
未
知
の
課
題
」
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
堅
持
し
た
0

・
そ
し
て
、

一
九
九
六
年

一一

月

一
九
日
が
や
っ
て
き
た
。

「
二
度
目
の
倒
産
に
負
け
な
い
」
1

1

和
議
下
の
職
場
再
建
闘

争
が
は
じ
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら

二
年
六
ヶ
月
の
月
日
が
流
れ
た
。

未
だ
状
況
は
厳
し
い
。
厳
し
さ
を
見
つ
め
る
勇
気
を
も
ち
た
い
。

厳
し
さ
に
負
け
な
い
確
信
も
必
要
だ
。
現
実
を
か
え
る
積
極
性
を

い
つ
ま
で
も
も
ち
た
い
と
思
う
。
我
々
は
歩
み
を
と
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

-
争
議
組
合
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
も
と
う
。

二
O
数
年
前
、
権
力
、
資
本
の
猛
烈
な
組
織
破
壊
攻
撃
、
倒
産

攻
撃
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。
そ
の
時
は
、
闘
う
者
の
連
帯
が
今
以

上
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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時
代
が
大
き
く
変
わ
り
、
リ
ス
ト
ラ
、

大
失
業
の
状
況
が
現
れ
て
い
る
口
、

憲
法
改
正
問
題
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
安
保
、
ビ
ッ
グ
パ
ン
に
よ
る

金
融
改
革
、
労
働
法
の
改
悪
、

金
持
ち
優
遇
税
制
、
な
ど
我
々
の

職
場
再
建
闘
争

の
存
立
そ
の
も
の
を
覆
す
社
会
、
政
治
、
経
済
状

況
が
あ
る
。

労
働
組
合
が
働
く
者
の
信
頼
を
か
ち
と
れ
る
よ
う
な
、
地
域
で

も
存
在
感
が
あ
る
よ
う
な
、
そ
し
て
、
社
会
的
、
政
治
的
に
も
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
、

当
た
り
前
の
あ
り
ょ
う
が
日
々
の
行
動

の
中
で
問
わ
れ
て
い
る
。

争
議
組
合
と
し
て
、
自
力
再
建
・

自
主
再
建
と
の
気
概
を
持
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
連
帯
を
求
め
て
い
く
べ
き
だ
。

-

一
九
九

一
年

二
月
に
発
行
さ
れ
た
矢
賀
製
作
支
部
の
組
合
結
成

二
O
周
年
記
念
誌
「
砂
を
か
ん
で
も
闘
い
抜
く
ぞ
」
の
あ
と
書
き

に
、
次
の
く
だ
り
が
あ
る
。

今
、
世
界
と
日
本
、
人
間
と
環
境
な
ど
を
巡
る
情
勢
・
関
係
は

大
き
く
か
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

「
ヤ
ル
タ
か
ら
マ
ル
タ
へ
L

と
い
わ
れ
る
世
界
の
転
換
、
東
欧

で
の
改
革
の
う
ね
り
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統

一
、
等
々
。

日
本
で
も
天
皇
代
替
わ
り
で
の
思
想
統
制
、
自
衛
隊
海
外
派
兵

の
公
然
た
る
提
起
、
な
ど
時
代
を
画
す
る
動
き
が
顕
著
で
あ
る
。

労
働
運
動
で
も
、
戦
後
主
座
を
占
め
て
き
た
総
評
解
体
を
巡
る
攻

防
が
決
着
し、

「
連
合
」
と

「
全
労
連
」
と
い
う
こ
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
と

「
全
労
協
」
と
い
う
全
国
共
闘
組
織
の
新
し
い

三

局
構
造
が
生
ま
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

肩
た
た
き
、

な
ど
な
ど

新
し
い
時
代
の
到
来
の
中
で
、
そ
れ
が
労
働
者
の
力
で
獲
得
さ

れ
た
の
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
従
来
の
価
値
観
が
、

あ
る
い
は
諸
関
係
が
そ
の
ま
ま
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
の

は
明
ら
か
で
あ
る
。

新
陳
代
謝
、
除
旧
布
新
、
推
陳
出
新
||

九

0
年
代
に
向
け
て
、

あ
る
い
は

一
二

世
紀
に
向
け
て
、
労
働
組
合
が
労
働
者
大
衆
か
ら

信
頼
の
置
か
れ
る
組
織
へ
と
新
生
し
う
る
か
の
格
闘
が
始
ま
っ
て

い
る
。時

は
流
れ
今
に
至

っ
て
い
る
。

問
わ
れ
る
時
代
で
あ
る
。

労
働
組
合
の
存
立
そ
の
も
の
が

-
最
近
読
ん
だ
本
に
こ
ん
な
文
章
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
ス
の
勇
気
、
失
う
こ
と
の
勇
気
、
あ
る
い
は
捨
て
る
こ

と
の
勇
気
。
現
実
を
直
視
し
た
究
極
の
マ
イ
ナ
ス
思
考
か
ら
本
物

の
プ
ラ
ス
思
考
が
出
て
く
る
。

- 62一

和
議
下
の
再
建
闘
争
は
、
少
な
く
と
も
和
議
条
件
履
行
期
間
(
二

0
0
二
年
ま
で
)
は
厳
し
さ
が
続
く
。
こ
れ
は
こ
の
職
場
で
働
く

限
り
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
実
だ
。
こ
の
現
実
を
未
来
に

向
け
て
か
え
る
努
力
を
み
ん
な
の
力
で
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

我
々
の
職
場
を
良
く
す
る
た
め
に
。(
山
岡
金
衛

百
瀬
彰
)
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組合結成40周年記念誌

日 発行日 1 9 9 9年6月12日
日 発行 全国金属機械労働組合

大阪亜鉛支部

干55 2 -0 0 1 3 

大阪市港区福 11時2丁目 6番 24号

も (06) 6571-5235 

FAX ( 0 6) 6 5 7 1 -5 2 4 5 

E -ffi a i 1 LEL07033@ni丘y.ne.jp

口 発行者高野文夫

口 編集委員百瀬彰山岡金衛大西巧

宮本一江河野真也佐々木幸恵

4 0周年実行委員会

実行委員長 漬野隆規

会計 山岡金衛

事務局 百瀬彰

委員 中村幹生

委員 安村文伸

委員 田中隆子

委員 前回有佳子

裏表紙の写真 組合結成30周年記念行事

( 1 9 8 7年 11月7日於有馬温泉)





〈表紙の写真〉

左下 第33回メーデー(陣笠メーデー 1962年5月11:1)
左中 第4固定期大会(1961年)
左下 63春闘門前ピケ
右下 75春闘勝利桝内デモ(港ブロyク決起集会)





195.8 1999 
記念集会




